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新しい学習指導要領では必修の「歴史総合」と世界史科目の「世界
史探究」が設置されました。歴史学習の導入としての新しい科目「歴
史総合」にはいくつかの目標があります。なかでも、１．現代の成り
立ちを理解するために過去に問いかけるという歴史的な見方や考え方
の基本を身に付けること、２．近現代世界の構造とその中での日本の
位置について学ぶことの２点は特に重要です。これらを学んだ高校生
がさらなる「世界史探究」のために手に取るのがこの教科書です。

私は、この教科書がこのような高校生の期待に十分に応えることができるものに仕上がっていると確信して
います。その理由をご説明しましょう。
１つは、この教科書がグローバル化をみすえた現代にふさわしい最新の世界史の見方を提示しているからで

す。執筆者は、専門の時代や地域を越えて学界の最先端の研究状況を互いに確認し合い、「現代における世界史」
という観点から今何を教科書に盛り込むべきかについて徹底的に意見を交換しました。そして、複数の執筆者
がバラバラにその知見を記すのではなく、相互の叙述を関連させ、全体として世界の過去の動きが総合的に理
解できるように工夫しました ➡p.74 。また、世界各地の過去を地域ごとに時間の流れに沿って縦に叙述する
とともに、同時期における世界各地の動き、つまり横の関係性や共時性を十分に意識した記述を心がけました。
この教科書の本文を通読すれば、世界全体の過去があたかも経糸と緯糸を編み合わせた１枚の織物のようにくっ
きりと浮かび上がってくるでしょう。
もう１つは、教科書の各所にちりばめられた発問によって大きな学習効果が得られるからです ➡p.77 。こ

れらの問いはすべて「歴史総合」で身に付けた歴史的な見方や考え方をさらに高度化するために作成されてい
ます。生徒たちは、解答を準備する過程で、各時代や地域の過去についてさらに深い知識を得るとともに、現
代世界を理解するために必要なヒントを手に入れることができるでしょう。各部や章の冒頭と末尾に置かれた
問いは、その時代の世界全体の構造や地域社会の特徴、さらには歴史の流れを把握することに大いに役立つは
ずです。最新の世界史の見方を取り入れたこの教科書で学んだ生徒たちが、獲得した歴史の力を使って現代世
界で活躍してくれることを期待しています。

　「何のために世界史を学ぶのか」という問いにはさまざまな答えが
あるでしょうが、正面から答えるならば、「私たちが生きているこの
世界の成り立ちを理解し、広い視野から物事を判断できるようにな
るため」ということができるでしょう。本書は、次の時代を担うべ
き高校生の皆さんの世界史学習の意欲にまっすぐに応え、細かい知
識よりも骨太な世界史の流れを、そして今日につながる諸問題の歴
史的背景を理解していただくために作成された世界史の教科書です。

　本書は、2014年に新しく刊行された『新世界史』の特色を受け継ぎつつ、このたびの「世界史探究」の課題
に対応することを目指しています。本書の内容はかなり詳しいと感じられるかもしれませんが、その目的は、
多数の人名や事項名の暗記を求めることではなく、さまざまな事象の意味やその間の脈絡をできる限りわかり
やすく説明し、理解してもらうことにあります。本書を使用する皆さんが、大事だと思う点を自らの頭で確認
し、印をつけたり線をひいたりしながら使っていただければ幸いです。
　全体の構成は、世界各地の動きの共時性を念頭に置いて、大きく五部に分けてあります ➡p.72 。各部の冒
頭では、世界全体を見渡した問題の提示と解説・設問をおこない、各部の重要問題を、諸地域相互の関連と比
較のもとに整理して把握できるように工夫しました。
　そのほか、本書の大きな特色は、世界史を学ぶ上でポイントとなる重要な事項や概念についてのより深い理
解をめざし、コラムを設けてかなり詳しい説明をおこなっている点です ➡p.75 。これらの事項は、現代の世
界のあり方にも深くかかわる問題を含んでいます。少し難しいと思われる内容でも、地理や日本史、政治・経
済など、他の科目とも関連させつつ学習していただくことによって、日常接するニュースの背景や、現在当然
だと思われている事象の成り立ちが歴史的な奥行きをもって把握でき、立体的な世界像の形成に寄与し得るも
のと期待しています。
　以上、「考える」「理解する」世界史教科書という点に重点をおいた本書の意図をご了解いただき、その特色
を活用して授業・学習をおこなっていただくことを願っています。
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➡p.74

◦�歴史の流れがわかりやすい記述、出来事の歴史的背景が理解できるように意識した叙述に努めました。
◦�世界史を学ぶうえでキーとなる概念や、現代の諸問題の背景となる事項について、70を超える「コラム」
を設けて、深掘りし、難関大入試の論述対策にも使えるくわしい解説をしています。

現代世界を知るための歴史的視座を養う教科書1

◦�400近くの問いを用意しました。各章の冒頭にはその章の重要事項に関わる問いを、章末にはまとめと
なる問いを置き、歴史の大きな流れを構造的に意識できるよう工夫しています。
◦�本文中にも数多くの問いを設け、生徒が自身で調べ、考え、発見することを通して、歴史的な考え方や
課題の追究の仕方を学べるよう留意しました。 ➡p.76

「考える」「理解する」「追究する」教科書2

◦�「資料から考える」のコーナーをもうけました。写真や地図、図表で読み解く技能が身につくような発
問も付しています。
◦�文字資料も20ほど用意し、それぞれに問いを付し、読み解く視点を示しました。 ➡p.80

図版・地図・史資料を読み解く力がつく教科書3
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【本書の使用上の注意】

暦 ……… 西暦を使用し、必要により中国暦・ロシア暦などを用いて説明した。
在位・在任・生没 ……… 原則として元首は在位・在任年を、他の人物については生没年を付記した。
外国語の仮名表記 ……… 人名および地名は原語に近づけて表記するようにしたが、慣用の定着しているものはこれに従った。
資料引用 ……… できるだけ必要な部分にとどめたが、前略・後略は特別には記さなかった。また、読みやすく書き改めた
ところもある。出典は文末に（　）の形で示した。出典の記載されていないものは筆者訳である。

目次と配当時間例
新世界史

全体を５つの部に分け、立体的な世界史像を提供します。

第Ⅰ部は地球と人類の関係史を考察し、ま
た日常と歴史を結びつけて考察することを
通じて、みずからの立ち位置を確認させ、
歴史の学習を始める導入にあたります。

２章では、およそ紀元前３世紀あたりの古代文明が形
成される頃までを扱います。アフリカや南北アメリカ
についても紹介しています。

第Ⅲ部は地域世界が経済的、文化的に結びつきを強めていく10～18世
紀あたりを扱います。

３～６章でおよそ10
世紀あたりまでの諸
地域の歴史的特質を
紹介します。

７・８章がい
わゆる「中世」、
９章が「大航
海時代」を前
に繁栄するア
ジアです。

10・11章がい
わゆる「近世」
を扱います。

イスラームは、その誕生と広がりが別の部となりましたが、第Ⅱ部の最後
と第Ⅲ部の最初に扱っているので、つなげて教えることができます。

配
当
時
間
例

（
月
／
時
数
）

第Ⅱ部は古代文明が誕生してから、世界
各地に国家や帝国が生まれる時代を扱い
ます。

4
月
／
８

5
月
／
8

6
月
／
11

7
月
／
11

9
月
／
9

10
月
／
10
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配当時間例
新世界史

第Ⅳ部は欧米諸国が新しい政治・経済・社会の仕組みを構築し他地域に進出する様
子を描き、この攻勢に対して対応や抵抗を試みるアジア・アフリカ各地の状況が語
られます。世界各地の動きが密接に連動している点にも重点が置かれています。

第Ⅴ部は20世紀後半から今日に至る世界の動きを、50年代、60年代
……といった年代ごとに描いています。

「近代」の流れは今までと大きく変わりま
せんが、社会の変革の背景や原因、結果
や影響、それぞれの関連性を重視して記
述し、発問を設けています。

第Ⅴ部は現代世界の
課題に直結する歴史
です。国際紛争・経
済格差・科学技術の
進展・文化の変容な
ど、テーマ別に探究
できる記述となって
います。

70を超える、歴史を深掘りするコラムを用意しています！

合
計
時
間
数
105

11
月
／
12

12
月
／
5

1
月
／
11

2
月
／
11

3
月
／
7
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ヴェルサイユ体制の成立
　1919年 1 月、連合国はパリ講

こう

和
わ

会議を開催し

て、賠
ばい

償
しょう

や戦後の秩序について交渉したが、

この会議で合意されたヴェルサイユ条約❶で定められた原則にもとづいて構
こう

築
ちく

されたヨーロッパの秩序をヴェルサイユ体制という。ここではウィルソン

大統領の十四カ条提案が強い影響力を発
はっ

揮
き

し、これまでヨーロッパの国際関

係にはなかった画期的な原則が、この会議で盛り込まれた。

　その最たるものは、集団安全保障の思想を制度化した国
League of Nations

際連盟の設立であ

る。不十分な点が多いとはいえ、ある加盟国に対する攻撃をすべての加盟国

に対する攻撃とみなし、攻撃された国を防衛する義務を負わせるという仕組

みは、国際社会の歴史ではじめての試みであった。民族自
じ

決
けつ

の原則が国際社

会で明確に支持されたのも、はじめてであった。この結果、オーストリア ゠

ハンガリー帝国やオスマン朝が解体され、ロシアの領土も縮小した。東欧や

バルカンでは多数の国が新たに独立国となった。ただし、民族が複雑に入り

組んで居住している地域では、民族自決は無限に小集団の独立をうながすも

のの、そのなかに依然としてさらなる少数派を抱えこむことを意味した。国

際社会は、民族自決原則をどこまで徹底的に適用するのかという新たな難問

に答えを見出すことはできなかった。

　ドイツに対する賠償も困難な問題であった。ドイツへの報復を求める国民

の声と、それを代表するフランス・イギリスの指導者たちは、寛大な措置を

求めるウィルソンの要求を拒否した。ウィルソンはフランスやイギリスが彼

に従うことを期待したのみで、参戦前にフランスやイギリスからより大きな

譲
じょう

歩
ほ

を確約させていなかった。結果、レーニンやウィルソンの主張よりドイ

ツにきびしいものとなった❷。ただし、独立したポーランドへの領土割
かつ

譲
じょう

を

除き、ドイツ本国の領土と経済構造は基本的にそのまま残り、ドイツは依然

として人口・経済力いずれにおいてもヨーロッパの大国にとどまることが許

容された❸。なお、ドイツ代表はまねかれなかったものの、主
しゅ

権
けん

国家対等の

原則のもとに会議が運営されたのも、パリ講和会議の特徴であった。

ヴェルサイユ条約の調印　かつてヴ
ィルヘルム 1 世がドイツ帝国の成立
を宣言した（→p.262）パリ郊外のヴェ
ルサイユ宮殿「鏡

かがみ

の間
ま

」が会場に選ば
れた。前列左から 5 人目がアメリカ
のウィルソン大統領、その右がフラ
ンスのクレマンソー首相、イギリス
のロイド ゠ ジョージ首相。

❶あわせて結ばれたものに
1919年のサン ゠ ジェルマン
条約（連合国とオーストリア
の講和条約）、ヌイイ条約（連
合国とブルガリアの講和条
約）、1920年のトリアノン条
約（連合国とハンガリー王国
の講和条約）、セーヴル条約

（連合国とオスマン朝の講和
条約）がある。

❷ドイツは海外領土のすべ
てを失ったほか、アルザス・
ロレーヌをフランスに返還し、
ドイツ西部のラインラントの
非武装化を義務づけられた。
これによって、ドイツは人口
の約10%、ヨーロッパにおけ
る領土の約13%を失った。さ
らに軍備にも制限が課され、
賠償金は戦前のドイツ通貨単
位で1320億金マルクとなった。

❸ドイツへの軍備制限も、建
前上はドイツが率先して軍縮
を実行していた。巨額な賠償
金も、金額確定前にドイツ側
から支払い用意があることが
表明されていた。

ヴェルサイユ条約の調印く
わ
し
く
見
る
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第一次世界
大戦の歴史
的意味

　第一次世界大戦は誤算の連続であっ
た。戦前には、経済的に相

そう

互
ご

依
い

存
そん

関係
が進んだヨーロッパの主要国間で、も
はや本格的な戦争はおきないとの認識
すら存在していた。これは、今日の世

界を含めて、どの程度経済的相互依存が進むと戦争を防
ぐことができるのかという、興味深い理論的問題を提起
している。
　バルカン半島の小さな事件が、ヨーロッパの主要国だ
けでなくその他の国々も巻き込む巨大な戦争となり、そ
れが 4年以上も続くと予想した同時代人もほとんどいな
かった。兵器の高度化もめざましかった。機関銃・戦
車・毒ガス・戦闘機は戦場を大量殺

さつ

戮
りく

の場にかえた。同
時に、この戦争は軍人だけが従事する戦い
ではすまず、経済力を含め国家の総

そう

力
りょく

をあ
げた戦いとなり、民間人も全面的に巻き込
んだ戦争となったという意味で、全体戦争
であり、総力戦であった。政府は経済統制
を強め、また食料配給制などを導入した。
膨
ぼう

大
だい

な数の戦争の犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

が出たが、これも
予想の範囲外であった。
　戦争の終わり方も、当初の予想外であっ

たろう。それまで小規模の常
じょう

備
び

軍
ぐん

しかもたず、ヨーロッ
パの国際政治に関わってこなかったアメリカが参戦し、
短期間に大軍を送りこんだ。しかも、アメリカは外交に
ついて、ヨーロッパとは異なる考えをもっていた。ウィ
ルソンの十四カ条提案の多くは、ヨーロッパにとって衝
撃であった。
　ヨーロッパの東に成立したソヴィエト連邦（→p.315）と
大西洋対岸のアメリカ合衆国は、第一次世界大戦をきっ
かけに徐々に大きな影響力を発揮することになる。第一
次世界大戦勃

ぼっ

発
ぱつ

前には債
さい

務
む

国
こく

であったアメリカが終戦時
には債

さい

権
けん

国
こく

になっていたのは象徴的であった。この大戦
は様々な側面で、ヨーロッパの影響力や威

い

信
しん

の退
たい

潮
ちょう

と衰
退の始まりであった。

Q▶ 第一次世界大戦に参戦した国々の国民は、なぜ総力戦を受け入れていったのだろうか。その理由として考えられることをま
とめてみよう。また、第一次世界大戦の歴史的意味についていろいろな角度から考えてみよう。

国際平和の
思想と国際
連盟

　国際連盟は1920年に発
ほっ

足
そく

した史上初
の国際平和機構であり、スイスのジュ
ネーヴに本部をおいた。第一次世界大
戦の反省のうえに、アメリカのウィル
ソン大統領の強いイニシアティヴのも

とに設立された。しかし、アメリカは上院が批
ひ

准
じゅん

を拒否
したために連盟に加盟できず、またドイツやソ連も最初
は加盟を認められない（それぞれ26年と34年に加盟）など、
当初から誤算続きであった。早くも33年には日本とドイ
ツが、37年にはイタリアが脱退し、39年にはソ連がフィ
ンランド侵略のため除名となっている。
　発足当初の常任理事国はイギリス・フランス・イタリ
ア・日本であった。ただし、常任理事国に強力な権限を
与えた国際連合（→p.341）と異なり、総会が最高決定機関

とされ、またその決定は全会一致であることが要求され
ていた。そのために、決定をくだすのは容易でなかった。
また、連盟として軍隊を組織することはできず、発動す
ることができるもっともきびしい制

せい

裁
さい

も経済制裁にとど
まっていたため、侵略を抑

よく

止
し

し、あるいは実効のある制
裁を科

か

すことができなかった。
　しかし、常任理事国に対しても制裁を科すことは可能
であり、この点はそれが実質的に不可能な現在の国際連
合よりすぐれているとの指摘もある。いずれにせよ、史
上初の国際的な集団安全保障機構としての意義は大きく、
第二次世界大戦後に設立された国際連合は、国際連盟の
経験をもとに様々な修正を加えて制度設計がなされてい
る。

Q▶ 国際連盟は第一次世界大戦の反省のうえに設立されたものであったが、その後の国際政治においてどのような役割を果たし
ただろうか。

兵器工場で働く女性　イギ
リスの砲

ほう

弾
だん

製造工場で働く
女性たち。男性労働者の多
くが前線に送られたため、
軍
ぐん

需
じゅ

工場で働く女性が増加
した。その生産力が戦争を
左右するようになり、戦後
に女性の社会進出をうなが
した。
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明代の朝貢世界

14世紀の東アジア
　14世紀に入ると北半球全体で異常気象が続き、ヨー

ロッパでの凶
きょう

作
さく

や疫
えき

病
びょう

とほぼ時を同じくして、東ア

ジアでも自然災害による飢
き

饉
きん

がおこり、元
げん

朝の中国支配はゆらぎはじめた。

中国では、白
びゃく

蓮
れん

教
きょう

徒
と

❶による紅
こう

巾
きん

の乱をきっかけに、各地で反乱がおこった。

貧しい農民出身の朱
しゅ

元
げん

璋
しょう

は、反乱のなかで頭
とう

角
かく

を現し、儒
じゅ

学
がく

の素
そ

養
よう

をもつ知

識人の協力を得て、支配を広げ、1368年、南
ナン

京
キン

で皇帝の座につき、国
こく

号
ごう

を明
みん

とした（洪
こう

武
ぶ

帝
てい

、廟
びょう

号
ごう

は太
たい

祖
そ

❷）。明軍に追われた元の帝
てい

室
しつ

はモンゴル高原に

退き（北
ほく

元
げん

）、明は南京を都として中国を統一した。

　この時期は、東アジア全体で大きな変動がおこった時期であった。日本で

は、後
ご

醍
だい

醐
ご

天皇による討
とう

幕
ばく

運動が成功して、鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が倒れたが、天皇によ

る統
とう

治
ち

は安定せず、南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

の動乱が始まった。政治の混乱で海上の秩序も乱

れ、倭
わ

寇
こう

の活動が活発化して大陸沿岸で略
りゃく

奪
だつ

をおこなった。元に服
ふく

属
ぞく

してい

た高
こう

麗
らい

では、親元派と反元派の対立が続いたが、倭寇討
とう

伐
ばつ

の功
こう

績
せき

で名
めい

声
せい

を高

めた李
り

成
せい

桂
けい

が、高麗を倒して1392年に王位につき（太
たい

祖
そ

）、漢
かん

城
じょう

（現ソウル）を

都として朝鮮王朝を建てた。同年に日本では、南北朝の合
ごう

一
いつ

がおこなわれ、

14世紀の末には東アジア諸地域では、新しい政治秩序が一応の安定をみた。

明朝初期の政治
　貧

ひん

農
のう

から身をおこして皇帝となった朱元璋は、長い動

乱で荒れ果てた中国社会を、政府の強力な管理のもと

で立て直し、民衆生活を安定させることをめざした。そのため、全国的な人

口調査をおこなって里
り

甲
こう

制
せい

❸を実施し、租
そ

税
ぜい

台帳（賦
ふ

役
えき

黄
こう

冊
さつ

）や土地台帳（魚
ぎょ

鱗
りん

図
ず

冊
さつ

）を作成して、農村の末
まっ

端
たん

に至るまで政府の管理がいきとどくようにした。

さらに、民衆教化のために六
りく

諭
ゆ

❹をつくり、各里で里
り

老
ろう

人
じん

にとなえさせた。

　一方、中央では皇帝への権力集中をはかり、元代に政治の中
ちゅう

枢
すう

を握ってい

た中
ちゅう

書
しょ

省
しょう

とその長官の丞
じょう

相
しょう

を廃止し、六
りく

部
ぶ

を皇帝に直
ちょく

属
ぞく

させた。このよう

な改革の過程で、皇帝に逆らう恐れがあるとみなされた功
こう

臣
しん

・官僚たちに対

し、大規模な粛
しゅく

清
せい

がおこなわれた。官制・法制の面では、朱
しゅ

子
し

学
がく

を官
かん

学
がく

とし

て科
か

挙
きょ

制
せい

を整備し❺、唐
とう

の律
りつ

・令
れい

にならって、明
みん

律
りつ

・明
みん

令
れい

を制定した。軍制

の面では、一般の民
みん

戸
こ

とは別に軍
ぐん

戸
こ

の戸籍を設けて衛
えい

所
しょ

制
せい

❻を編制した。さ

らに自分の息子たちを王として北方辺
へん

境
きょう

に配置し、対モンゴル防衛に当たら

2

（→p.146）

1328～98

1368～1644

在位1368～98

1368～88

在位1318～39

1335～1408 在位1392～98

1392～1910

（→p.52）

（→p.118）

❶白蓮教は仏教的要素の強
い民間の宗教結

けっ

社
しゃ

で、宋
そう

代に
始まった。元末には、弥

み

勒
ろく

仏
ぶつ

が救
きゅう

世
せい

主
しゅ

としてこの世に現れ
るという予言と結びつき、反
乱を支える信仰となった。

❺永楽帝の時代には、科挙
での経

けい

典
てん

解釈の正しい基準を
示すため、『四

し

書
しょ

大
たい

全
ぜん

』『五
ご

経
きょう

大全』が編
へん

纂
さん

され、また古
こ

今
こん

の図書を集めてその内容を事
項別に分類整理した『永楽大

たい

典
てん

』もつくられた。

❹「父母に孝
こう

順
じゅん

なれ、長
ちょう

上
じょう

を
尊敬せよ、郷里に和

わ

睦
ぼく

せよ、
子孫を教

きょう

訓
くん

せよ、各自の仕事
に安

やす

んぜよ、悪事をなすなか
れ」という 6カ条。その解説
書は広く流

る

布
ふ

し、江戸時代の
日本にも伝えられて影響を与
えた。

❸110戸をめやすに 1里を構
成し、富

ふ

裕
ゆう

な戸10戸を選んで
里
り

長
ちょう

戸
こ

とし、残り100戸の甲
こう

首
しゅ

戸
こ

を10甲にわけ、10年一
いち

巡
じゅん

の輪
りん

番
ばん

で里甲内の徴
ちょう

税
ぜい

事務や
治
ち

安
あん

維持に当たらせた。また、
里内の人

じん

望
ぼう

ある長
ちょう

老
ろう

を里老人
とし、里内の裁判や教化に当
たらせた。

❷「洪武」とは、朱元璋の制
定した年号。明代以後、一

いっ

世
せい

一
いち

元
げん

（一人の皇帝に 1つの年
号）の制が定着したため、皇
帝は年号で呼ばれることが多
い。廟号は、王朝の祖先祭

さい

祀
し

のための死後の称号である。

❻112人で百
ひゃく

戸
こ

所
しょ

、10百戸所
で千

せん

戸
こ

所
しょ

、 5 千戸所で 1
いち

衛
えい

を
編制した。
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民地化などによって生産地を支配するしかない。輸入商品を国内生産に切り

かえることは「輸入代
だい

替
たい

」と呼ばれるが、産業革命は、これら産業部門におけ

る「後進国」イギリスが、輸入代替によって「先進国」アジア諸国に追いつこう

とする試
こころ

みとして始まる。

イギリス産業革命の展開
　産業革命とは、とりわけ工業部門で技術革新

が集中的かつ連
れん

鎖
さ

的に実現し、生産システム

が大きく変わる事
じ

象
しょう

のことであり、イギリスで始まった。

　イギリスにおける産業革命の本格的な開始は、輸入代替に対するニーズと

誘因を背景とし、飛
と

び杼
ひ

を先
せん

駆
く

として、綿花から糸を紡
つむ

ぐ紡
ぼう

績
せき

業
ぎょう

や、綿
めん

糸
し

か

ら布を織る織
しょく

布
ふ

業
ぎょう

など綿工業で始まり、様々な機械が発明された。

　綿工業における機械の導入は、他の消費財産業に波
は

及
きゅう

するととも

に、機械を製造する機械工業や、機械の原材料を供給する製鉄業に

おける技術革新を促進した。また、ワ
Watt

ットによる蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

の改良

（1769年）により、機械の動力源として化石燃料を利用することが

可能となり、諸産業の生産性向上に貢献するとともに、蒸気機関車

や蒸気船が実用化されて（交通革命）、国内外の市
し

場
じょう

を拡大した。

　機械の導入は、手工業者・職人の熟
じゅく

練
れん

の価値を低下させるととも

に、大量の労働力の利用を必要かつ可能としたため、女性や子ども

を含む、賃金雇
こ

用
よう

された多数の非熟練労働者が働く工場制度に適合

的であった。こうして、繊
せん

維
い

産業を中心に、機械制工場制度や、工

場を経営する産業資本家とそこで働く労働者からなる経済システム

である資本主義が普
ふ

及
きゅう

した。

　産業革命の影響は、さらに生活様式・政治制度・社会構造などに波及した。

力をつけた産業資本家は、才能・勤勉・財産・理
り

性
せい

などを尊び、これらの原

理にもとづく政治・社会改革を要求した。また、工場は広大な土地を必要と

するため農村部に立地することが多かったが、これらの地域では、工場の周

囲に労働者が集
しゅう

住
じゅう

することによって都市化が進んだ。こうして出現した都市

（工業都市）や初期の工場内部では衛生環境が悪く、伝染病など様々な社会問

題が生じた。

　もっとも、産業革命の進行度は産業部門ごとに異なっていた。また、家
か

内
ない

制手工業生産を担う手工業者・職人は、産業革命の進行に抵抗するため職人

組合に結
けっ

集
しゅう

し、機械の破壊や暴動に訴えた❶。

1736～1819

❶機械打ちこわし運動の代
表例は、ランカシャー地方を
中心として1810年代に頂点を
迎えるラダイト運動である。
政府は機械打ちこわしを死刑
とする法律（1769年、1812年）
を制定し、運動を弾圧した。

クロンプトンのミュール紡績機

ワットの複動回転蒸気機関

188 第 11章　ヨーロッパの成長と世界の一体化

5

10

15

20

25

30

世界の一体化とその進展

世界の一体化の開始
　これまでみたように、15世紀から16世紀にかけて

ヨーロッパ人が非ヨーロッパ世界に進出すること

によって、世界の一体化も始まったが、その影響はアジアと「新大陸」ではま

ったく異なっていた。

　アジアに到達したヨーロッパ人は在
ざい

来
らい

の交
こう

易
えき

網
もう

に参入して利
り

潤
じゅん

をあげ、ア

ジア産品をもち帰った。香
こう

辛
しん

料
りょう

や宝石、17世紀からは絹
きぬ

、陶
とう

磁
じ

器
き

、茶、そし

てインドの綿
めん

布
ぷ

（更
さら

紗
さ

）などが輸入され、ヨーロッパの貴族やブルジョワの生

活はいろどり豊かなものにかわった。

　ヨーロッパ人はアジアとの直接的な経済関係を結ぶことで世界の一体化を

進めたが、アジアの政治秩序や文化に、ただちに大きな影響を与えたわけで

はない。16世紀のヨーロッパ人は、豊かなアジアへの新規参入者にすぎなか

った。ヨーロッパの対アジア貿易はつねに赤字であり、その支払いには「新

大陸」の銀があてられたため、結果としてアジアに銀が集中した。また、17

2

　「世界の一体化」は16世
紀に始まった、とよくい
われるが、モンゴル帝国
を世界の一体化の始まり
とする意見もある。それ
ぞれどのような根拠があ
るのか、その背景となる
ユーラシアの状況をふま
えながら検討してみよう。

Q

生物交換と
「伝統文化」

　世界の一体化は、世界各地に様々な
影響をもたらしたが、このうちもっと
も根本的だったのは、未知の生物の到
来によるものである。とくに農作物で
は、ジャガイモやサツマイモ・トウガ

ラシ・インゲン豆・トマト・ピーナッツ・トウモロコ
シ・タバコ・カボチャ・カカオなどが「新大陸」からもち
こまれて、ヨーロッパに根づいた。これらの多くは東ア
ジアにも伝わった。逆にヨーロッパ人が「新世界」にもち
こんだ農作物にサトウキビやコーヒーがあり、これらを
生産するために大農園が開発されて黒人奴隷が運びこま
れた。こうした生物交換は、農作物に限らず病原体でも
みられ、ヨーロッパ人とともに到来したインフルエンザ

や天
てん

然
ねん

痘
とう

、そしてマラリアは中南米社会に壊
かい

滅
めつ

的な影響
を与えた一方で、ヨーロッパ人がもち帰った梅

ばい

毒
どく

はアジ
アにもすばやく広まって、近世のヨーロッパ人やアジア
人を悩ませることになった。
　生物交換というかたちをとらなくても、世界の一体化
によって各地に「舶

はく

来
らい

」の物産が到来し、新しい文化の創
造をうながした場合もある。その 1つが日本および中国
からヨーロッパに伝わった茶であり、18世紀に本格化す
るイギリスの紅茶文化の起源はここにある。また近世ヨ
ーロッパの菓子づくりの文化は、アメリカ大陸からの大
量の砂糖の供給があって発達することができた。なお、
紅茶や菓子に限らず、スペインにおけるココア、イタリ
ア料理におけるトマト、韓国料理におけるトウガラシの

役割などを考えると、いわゆる伝統文化には
しばしば外来の要素が入っていることがうか
がわれる。

Q▶ 各国の伝統料理のなかにはその国に固有のもの
ではない食材が使用されている例が多くみられる。
そうした事例を調べてみよう。

イタリアのトマト料理　イタリ
アにトマトが伝えられた最初は
ポモドーロ（黄金のリンゴ）と呼
ばれ鑑賞用であったが、ナポリ
の屋台で細麺をゆで、煮詰めた
トマト汁とチーズをかけたのが
トマト普及の始まりだという。

新
世
界
史

歴史の背景や影響に踏み込んだ叙述が
「新しい世界史」の視点を育む

１．現代世界を知るための歴史的視座を養う教科書
新世界史

叙述を重視

たんに固有名詞を連ねて出来事
を羅列するのではなく、
❶�出来事の歴史的背景や影響が
理解できる
❷�現代世界がどのように成り
立ってきたのかを考察させる
といったことを意識して叙述さ
れています。まさに「世界史探
究」にふさわしい内容です。

歴史学の議論に踏み込んだ記述
もありますが、丁寧に叙述されて
いますから、高校生でも十分に理
解できます。

充実したコラム

本書の大きな特徴は「コラム」に
あります。歴史を現代世界にか
かわる問題としてとらえ、歴史
の理解に必要と思われるテーマ
を詳しく説明しています。

本文を中心とした授業を３単位
で進め、生徒が授業を振り返り
ながら「コラム」を読むことで、
主体的な学習の態度を身につけ
ることができます。コラムに付
された問いも、考察の一助とな
るでしょう。
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ポリスの成立と発展
　ミケーネ文明崩壊後、ギリシア人の居住地域では

同時代の文字の記録がない暗黒時代と呼ばれる時

期が約400年間続いた。この間にギリシアは鉄器時代に移行し、前 8世紀に

なると、各地にポ
Polis

リスと呼ばれる共同体が生まれた。ポリスは、人々が丘

（ア
acropolis

クロポリス）の上に守
しゅ

護
ご

神
しん

をまつる神殿を建て、その麓
ふもと

に寄り集まって居

住することで形成された都市共同体である。古代ギリシアの歴史を通じてポ

リスは1000近くあったとみられるが、それぞれが政治的に独立した都市国

家であった。諸ポリスは 1つの国家にまとまることはなく、たえず抗争した。

しかし、ギリシア人のあいだでは自分たちを「ヘ
Hellenes

レネス」❷と呼び、共通の言

語❸と神話、アポロン神の神
しん

託
たく

、オリュンピアの祭
さい

典
てん

への参加などを通じて

共通の民
たみ

であると認識していた。

　ポリスの成立と時期を同じくして、ギリシア人の大規模な植民活動が始ま

った。彼らは人口増加や耕地不足など様々な理由から植民を開始し、地中海

沿岸や黒
こっ

海
かい

沿岸などに植民市を建設した❹。植民市は故
こ

地
ち

と環境が似た海岸

沿いに建てられ、創
そう

設
せつ

されると本国（母
ぼ

市
し

）から政治的に独立した都市国家と

なった。200年間ほど続いた植民活動によって、ギリシア人の活動領域が広

がっただけでなく、交
こう

易
えき

によって商工業が発展し、ポリス内には大きな経済

力をもつ者も現れた。また、小
しょう

アジアのリュディア王国でつくられはじめた

貨
か

幣
へい

がギリシア人の地域にも広がり、商工業活動が促進された。

　ポリスの社会は、その正式構成員である市民と市民に隷
れい

属
ぞく

する奴
ど

隷
れい

からな

2

❸ミケーネ文明崩壊以降に
バルカン半島からエーゲ海周
辺に広がったギリシア人の集
団は、方言の違いでイオニア
人・アイオリス人・ドーリア
人にわけられる。

❹こうした植民市で現在も
繁栄している都市として、イ
タリアのネアポリス（現ナポ
リ）や南フランスのマッサリ
ア（現マルセイユ）、トルコの
ビュザンティオン（現イスタ
ンブル）などがある。

　ギリシアに成立したポ
リスと中国に成立した都
市（邑）を比較した時、ど
のような共通点と相違点
があるだろうか。

Q

❷ギリシア人は異民族を、わ
けのわからない言葉を話す
人々の意味で「バルバロイ」と
呼んだ。のちになると、軽蔑
的な意味を強め、野蛮な人々
の意で使われるようになった。

ミレトス

スパルタ
ピュロス

トロイア

オリンピア

デルフォイ

クノッソス
クレタ島

ミケーネ
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アテネ
ティリンス

0 200km
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0 500km
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地
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海
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シドン
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シラクサ
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ローマ
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マヨルカ島

シチリア島

サルデーニャ島

マッサリア

カルタゴ

30°E 40°E

40°N

ギリシア人が建てたおもな植民市
ギリシア人の活動範囲
フェニキア人がきていたおもな植民市
フェニキア人の勢力範囲
エーゲ文明遺跡

アイオリス人
ドーリア人

ピレネ
山脈

ー

ジブラルタル海峡 ティレニア海

ボスフォラス海峡

アルプ
ス 山

山

脈

脈
ン
ニ
ペ
ア

ロ
ー
ヌ
川

川

ガ
ロ
ンヌ
川 ア

ド
リ
ア
海

トラキア

ド
ナ
ウ

エーゲ海

イリ
リア
マケドニア

ユ
ー
フ
ラテス川

ナ

フ
ェニ
キ
ア

ス
チ

パレ

ュ

イオニア人
西北方言群の人々

ギリシア人の世界
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ヘレニズム時代

アレクサンドロス大王の
東方遠征

　ポリス世界が混迷を深めている頃、ギリシア

北方のマ
Macedonia

ケドニア王国❶が台
たい

頭
とう

し、国王フィ

リ
Philippos II

ッポス 2世は軍事力を強化して、勢力を拡大した。マケドニアの進出に対

するギリシア内での対応はまとまらず❷、また傭
よう

兵
へい

に頼って国防意識の薄れ

た市民たちはみずからマケドニアに対抗する行動に出なかった。前338年、

マケドニア軍がギリシアに侵攻してようやくアテネはテーバイなど他のポリ

スと連合し、マケドニア軍に戦いを挑んだが、カイロネイアの戦いで敗れた。

翌年、フィリッポス 2 世はギリシア諸ポリスとコ
Korinthos

リントス同盟（ヘ
Hellas

ラス同盟）

を結成した。これにより、ギリシアの諸ポリスは自由と自治を維持したが、

マケドニア軍が駐
ちゅう

留
りゅう

して監督することになったので、ポリスの自主独立の体

制は名
めい

目
もく

的なものとなった。

　フィリッポス 2 世の息子ア
Alexandros

レクサンドロス（大王）が王位につくと、彼は父

王の遺
い

志
し

を継ぎ、マケドニアとギリシア諸ポリスの連合軍を率いて、前334

年に東方遠征に出発した。アレクサンドロスが率いる軍は、アカイメネス朝

のダレイオス 3世の軍を幾度も破って敗走させ、ペルシア帝国の崩壊を決定

づけた。前330年のアカイメネス朝滅
めつ

亡
ぼう

後もアレクサンドロスは遠征を続け、

遠征軍はインダス川を渡ってインド西北部にまで到達した。

　こうして、マケドニアとギリシア本土に加えオリエント諸地域もアレクサ

ンドロスの支配下に入った。王は征服した各地にアレクサンドリアという名

の都市を建てるとともに、行政の整備につとめ、マケドニア人とペルシア人

の結婚を奨
しょう

励
れい

するなど、広大な地域の支配に適合する民族の融
ゆう

和
わ

を試みた❸

が、帝国統
とう

治
ち

の仕組みが整わないうちに熱病で急死した。

ヘレニズム時代の
諸王国と文化

　大王の死後、その領土をめぐって部下の将軍たちの

あいだで争いがおこり、大王の遺領は分割され、エ

ジプトにはプ
Ptolemaios

トレマイオス朝の王国、 シリア以東の西アジア地域には

セ
Seleukos

レウコス朝の王国ができた。ギリシアの諸ポリスは、マケドニアの支配か

ら脱しようとしたが失敗し、アテネは富
ふ

裕
ゆう

者
しゃ

による寡
か

頭
とう

政
せい

に移行させられ、

民主政は終わりを告げた。

　アレクサンドロスの東方遠征から大王領の後
こう

継
けい

国家最後のプトレマイオス

3

在位前359～前336

在位前336～前323

在位前336～前330

Dareios III

前304～前30

前312～前64

❶マケドニア人はギリシア
人の一派であるが、ポリスを
形成せず、王国を建てていた。

❷アテネでは、 弁論家デモ
ステネス（前384～前322）がマ
ケドニアの脅

きょう

威
い

にギリシア諸
ポリスが結束して抗するよう
訴えたが、同じく弁論家イソ
クラテス（前436～前338）はフ
ィリッポスがギリシア統合の
中心となってペルシアへ遠征
するよう期待した。

❸大王はペルシアの言語や
風習を取り入れもしたが、王
に平

ひれ

伏
ふ

して挨
あい

拶
さつ

するペルシア
風の拝

はい

跪
き

礼
れい

はマケドニア人の
反発をまねいた。

　ギリシアのポリスは、
マケドニアに敗れてポリ
スとしての自立性を失っ
ていった。その原因は何
だろう。

Q

アリストテレス　マケドニア
国王の侍医の子として生まれ、
アテネのプラトンの学園アカ
デメイアで学んだ。マケドニ
ア国王フィリッポス 2 世のま
ねきで、若きアレクサンドロ
スの家庭教師をつとめた。
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古代西アジアの統一
　メソポタミア北部からおこったアッシリア人は、

鉄製の武器や騎
き

馬
ば

兵
へい

を用いて前 8 世紀には強
きょう

盛
せい

となり、前 7 世紀中頃までにエジプトを含む広い地域を支配する帝国となっ

た（ア
Assyria

ッシリア帝国）。王は政治・軍事・宗教にわたる強大な権力を保持し、

広大な領土を統
とう

治
ち

する行政組織を整え、駅
えき

伝
でん

制
せい

も設けた❶。しかし、重税や

強制移住政策は服
ふく

属
ぞく

する人々の反乱をまねき、前612年帝国は崩壊して、旧

領内にはリ
Lydia

ュディア❷・新
Neo Babylonia

バビロニア・メ
Media

ディア・エジプト（新王国の復活）の

4 王国が分立した。

　前 6 世紀中頃になると、イラン高原の西南部に居住していたペルシア人が、

アカイメネス（アケメネス）家の指導下で勢力を拡大してメディアから独立し、

さらにリュディア・新バビロニアをつぎつぎに滅ぼし、前525年にはエジプ

トも征服して巨大な帝国となった。ア
Achaemenes

カイメネス朝第 3 代ダ
Dareios I

レイオス 1世は、

インダス川から小
しょう

アジア（アナトリア）に至る広大な領域を支配し、最盛期を

現出した。彼は、帝国全土を約20の行政区にわけ、総
そう

督
とく

（サ
Satrap

トラップ）をおい

て統治させるとともに、「王の目」「王の耳」と呼ばれる監督官を巡回させて、

総督の監
かん

視
し

と地方の調査をおこなわせた。また、「王の道」と呼ばれる帝都ス

サと地方都市とを結ぶ幹
かん

線
せん

道路を整備させて、中央集権的な政治体制づくり

につとめた。

　アカイメネス朝はアッシリアと異なり、征服した諸民族に対して寛
かん

容
よう

政策

を基本とし、アラム人やフェニキア人の活動を保護したため、交
こう

易
えき

が盛んに

なった。また、ギリシア遠征（ペルシア戦争）には失敗したものの、アカイメ

ネス朝は地中海沿岸諸地域にも政治的・文化的に長く影響をおよぼし続けた。

しかし、アレクサンドロス大王の遠征によって、前330年ついに滅亡した。

　アカイメネス朝の宗教は、火を崇
すう

拝
はい

するゾロアスター教であった。最高神

で善神のア
Ahura Mazda

フラ ゠マズダと悪神ア
Ahriman

ーリマンとの戦いの場としてこの世を位置

づける二元論で、最後の審判や天国などの観念は、ユダヤ教やキリスト教、

イスラーム教に影響を与えた。ゾロアスター教の教えは南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代の中国に

伝わり、拝
はい

火
か

教
きょう

、あるいは祆
けん

教
きょう

と呼ばれた。

1

前 2千年紀初め～前612

前550～前330 在位前522～前486

（→p.68）

（→p.72）

（→p.55）

❶アッシュルバニパル（在位
前669/668～前627）王のときに
領土は最大となり、首都ニネ
ヴェの王宮には膨

ぼう

大
だい

な文書を
収納する文書館を造営した。
この王宮で発見された大量の
粘
ねん

土
ど

板
ばん

文書が、楔
くさび

形
かた

文字を史
料とする古代オリエント研究
の基礎となった。

❷世界で初めて貨
か

幣
へい

が鋳
ちゅう

造
ぞう

されたのは、リュディア王国
とされている。

　アッシリア帝国、アカ
イメネス朝、パルティア、
ササン朝の領域・政体・
文化を比較し、共通点と
相違点を整理してみよう。

Q

アッシュルバニパル王の狩
しゅ

猟
りょう

　
アッシリア王のライオン狩り
の様子を描いた石板の浮

う

き彫
ぼ

り。アッシリアの首都ニネヴ
ェから出土。
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資料からの問い

❶ 資料からローマ人が生み出した文化
が何かをさがし出し、その性格を考
えてみよう。

❷ ローマ帝国の支配は被征服地にどの
ような影響をもたらしただろうか。属
州となっていた諸地域がローマ帝国
衰
すい

退
たい

後どうなったか、考えてみよう。

1 世紀
●
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝（
～
3
世
紀
）

27
●
オ�

ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
、�

初
代
ロ
ー
マ
皇
帝
と
な
る

202
●
漢
建
国（
～
後
220
）

221
●
秦
の
中
国
統
一

334
●
ア�

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王�

の
東
方
遠
征
開
始

500
●
ペ
ル
シ
ア
戦
争

550
●
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝（
～
前
330
）

7 世紀
●
ア�

ッ
シ
リ
ア
の
オ
リ
エ
ン
ト
統
一

8 世紀
●
ギ
リ
シ
ア
で
ポ
リ
ス

1050
頃
周
王
朝

1500
頃
ア
ー
リ
ヤ
人
の
イ
ン
ド
移
住

1600
頃
殷
王
朝

2600
頃
イ
ン
ダ
ス
文
明

2800
頃
エ
ー
ゲ
文
明

3000
頃
エ
ジ
プ
ト
に
統
一
国
家�

メ�

ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
に�

都
市
国
家

7000
頃
農
耕
・
牧
畜
の
開
始

700万年前
●
人
類
の
誕
生

10000 1000 紀元前 紀元後

諸地域の
歴史的特質の形成

2世紀の世界

カラカラ帝（在位211～217）の浴場跡

後漢

チャンパー
扶南

倭（弥生時代）

鮮卑
パルティア

サータヴァーハナ朝

テオティワ
カン

ローマ帝国
ローマ

地 中 海

イ ン ド 洋

南

東

シ

シ

ナ

ナ

海

海

アラビア海 ベンガル湾

太 平 洋

太 平 洋大 西 洋

マヤ
クテシフォン

長安

高句麗

クシャーナ朝
プルシャプラ

洛陽

ローマ帝国の元
げん

老
ろう

院
いん

議
員で歴史家のタキトゥ
スが 1世紀末に公刊
した作品『アグリコラ』
には、帝国の属

ぞく

州
しゅう

とな
ったブリテン島での属
州総

そう

督
とく

アグリコラの活
躍が記されている。イ
タリアから遠く離れた
領土でのローマ人の活
動をみてみよう。

この地方の人々は、てんでに散らばって住み、粗野な生活を営んでいるた
めにすぐ手軽に戦争を起す気持ちになる。こうした民族を快適な生活を通
じて、平和と憩

いこ

いになじませようと、あるいは個人的に説得しあるいは公
的に援助したりして、神殿や市場や家を建てさせた。・・・酋

しゅう

長
ちょう

の子弟に教
養学科を学ばせ、資性に磨きをかけさせた。・・・その結果、いままでロー
マ人の言葉・ラテン語を拒否していた人まで、ローマの雄弁術を熱心に学
び始めた。こんな風にしてローマの服装すら尊重されるようになり市民服
が流行した。そして次第に横道にそれだし悪徳へと人を誘うもの、たとえ
ば逍

しょう

遥
よう

柱
ちゅう

廊
ろう

、浴場、優雅な饗
きょう

宴
えん

に耽
ふけ

った。これを何も知らない原住民は、
文明開化と呼んでいたが、じつは奴

ど

隷
れい

化を示す一つの特色でしかなかった。
 （タキトゥス〈国原吉之助訳〉『ゲルマニア アグリコラ』）
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　第Ⅱ部では、人類最古の文明の誕生から始めて、古代の諸地域の発展と国

家形成の過程を学ぶ。古代において、人類は実に多くのものを生み出した。

人々は今日の政治や社会の基礎的な仕組みやそれに関する考え方をつくり出

し、現代世界でも多数の人々の信仰を集める仏教、儒
じゅ

教
きょう

、キリスト教なども

古代に誕生した。イスラーム教もこうした古代の宗教の影響を受けて、 7世

紀に成立したのである。

　古代が残した人類史上もっとも重要な事績の 1つは、「国家」の創出である。

人類は、前 3千年紀以降、現代生活の始原といってよい都市的な生活を世界

各地で生み出し、そうした都市から国家が誕生した。人類最初の国家は、お

おむね都市国家の形態をとったのである。その後、ほとんどの地域では都市

国家はより大きな国家へと統合されていき、さらにそれらの国家も強大な軍

事力をもつ国家に組み込まれた。広大な地域を領有し人々の集団を多数支配

する「帝国」の出現である。

　古代に現れた帝国のうち、地中海周辺地域を中心にアルプス以北のヨーロ

ッパ内陸部や中東地域まで支配したローマ帝国と、東アジアに統一国家を現

出させた秦
しん

漢
かん

帝国とは、その広い領土を中央集権的な支配のもとにおいただ

けでなく、法にもとづく統
とう

治
ち

や官僚、そして宗教を背景にした支配の理念ま

で備えた点で特記に値し、後世にもその価値が継承された。

　帝国は悲
ひ

惨
さん

な戦いをともなう征服活動で多くの人々を支配下に入れたが、

その統治下で長く平和を実現し、経済活動を活性化させ、都市的生活を広め

た。また、帝国の強大な政治力は周囲の地域に影響をおよぼし、諸地域の交

流をうながした。オアシスの道（シルク゠ロード）をはじめ、陸と海の交
こう

易
えき

路が 2つの帝国の世界を結びつけた。富を有する帝国の支配者たちは芸術や

建築をはじめ高度な文化を生み出すことに貢献したが、これらも周辺地域に

伝
でん

播
ぱ

していったのである。

962
●
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国（
～

1806
）

960
●
宋（
～

1276
）

936
●
高
麗
に
よ
る
朝
鮮
半
島
統
一

907
●
五
代
十
国
時
代（
～
979
）

9 世紀
●�

キ
エ
フ
公
国（
～
13
世
紀
）

800
●
カ
ー
ル
大
帝
戴
冠

756
●
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝（
～

1031
）

750
●
ア
ッ
バ
ー
ス
朝（
～

1258
）

744
●
ウ
イ
グ
ル（
～
840
）

676
●
新
羅
、
朝
鮮
半
島
を
統
一

661
●
ウ
マ
イ
ヤ
朝（
～
750
）

618
●
唐（
～
907
）

581
●
隋（
～
618
）

570
頃
ム
ハ
ン
マ
ド
誕
生

552
●�

突
厥（
～
745
）

476
●
西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

395
●
ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

320
頃
グ
プ
タ
朝（
～
550
頃
）

4 世紀
●
マ
ヤ
の
都
市
国
家（
～
9
世
紀
）

224
●
サ
サ
ン
朝（
～
651
）

2 世紀初
●
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
土
最
大
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カンバルクの町（元の首都の大
だい

都
と

。現在の北
ペ

京
キン

）はその内外に、ほとんど信
じることができないほど多数の家屋と人口とを擁

よう

している。……城外の街
区には城内より多くの人間が居住し、宿泊している。それはたとえば商人
たちや旅行中の外国人であるが、その数は多く、彼らはあらゆる地方から
大カアン（遊

ゆう

牧
ぼく

民
みん

の大首
しゅ

長
ちょう

。ここでは元朝皇帝のクビライを指す）に献
けん

上
じょう

す
るため、ないし宮

きゅう

廷
てい

に売るために品物を運んできたのである。……このカ
ンバルクの町には、世界中のどの町にも増して貴重で高価で珍しい品物が
到来する。しかも、そのすべての品物について膨

ぼう

大
だい

な量が運び込まれるの
である。……絹

きぬ

だけに限ってみても、毎日少なくとも1000台の荷車がこの
町に入ってきて、その絹から大量の金糸の絹織物などが生産される。

（歴史学研究会編『世界史史料 4』、一部改変）

資料からの問い

❶ モンゴル帝国時代に、マルコ ゠ポー
ロをはじめとするヨーロッパ商人が東
方との貿易を活発化させたのはなぜ
か。考えてみよう。

❷ 15世紀のヨーロッパ商人は、経済的・
文化的に繁栄していたアジアとどの
ような手段で交易をおこなおうとし
たか、考えてみよう。

1494
●
イ
タ
リ
ア
戦
争（
～

1559
）

1480
●
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
自
立

1492
●
コ�

ロ
ン
ブ
ス
、�

ア
メ
リ
カ
到
達

1453
●
オ�

ス
マ
ン
朝
、�

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
を
都
と
す
る

1392
●
朝
鮮
王
朝（
～

1910
）

1378
●
教�
会
大
分
裂�

（
シ
ス
マ
、
～

1417
）

1370
●
テ
ィ
ム
ー
ル
朝（
～

1507
）

1368
●
明（
～

1644
）

1348
頃
西�

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
黒
死
病
流
行

1339
●
英�

仏
百
年
戦
争（
～

1453
）

1300
頃
オ
ス
マ
ン
朝（
～

1922
）

1271
●
ク
ビ
ラ
イ
、
元
建
国

1258
●
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
滅
亡

1250
●
マ
ム
ル
ー
ク
朝（
～

1517
）

1241
●
ヴ
ァ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
戦
い

1215
●
大�

憲
章（
マ
グ
ナ

=

カ
ル
タ
）�

発
布

1206
●
チ�

ン
ギ
ス

=

カ
ン
即
位�

モ
ン
ゴ
ル
帝
国（
～

1388
）

1096
●
第�

1
回
十
字
軍（
～
99
）

1077
●
カ
ノ
ッ
サ
事
件

1038
●
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝（
～

1194
）

1000 1100 1200 1300 1400

13世紀後半～14世紀前半のユーラシア

クビライに謁
えっ

見
けん

するマルコ ゠
ポーロ

13世紀後半、ユーラシアを
陸路・海路でめぐる大旅行
をおこない、モンゴルの元

げん

朝に17年仕えたヴェネツ
ィア出身の商人マルコ ゠
ポーロの有名な『世界の記
述』（『東

とう

方
ほう

見
けん

聞
ぶん

録
ろく

』）をみて
みよう。

諸地域の交流・再編
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第　　　　章 西アジアの帝国と古代ギリシア

❶  西アジアに大帝国を建設したアカイメネス朝は、どのように統治し、後世にい
かなる影響を与えたのだろう。

❷  ギリシアのポリス社会では、どのように政治・経済・文化が発展していっただ
ろうか。

❸  ヘレニズム時代の政治や文化について、それ以前のギリシアの政治や文化とど
のような違いがあると考えられるだろう。

Q

5

10

　多くの民族が興
こう

亡
ぼう

した西アジアでは、周辺民族を服従させる帝国が出現
した。しかし、帝国の統

とう

治
ち

には、絶対的な王の権力や強力な軍事力だけで
はなく、様々な工夫が必要であった。アカイメネス朝は整備された組織、
交通路などによりインダス川からエーゲ海におよぶ史上例のない巨大帝国
を出現させた。一方、エーゲ海周辺ではギリシア人の移動と定着の結果、
ポリスと呼ばれる都市国家が形成された。また、ギリシア人は植民活動や
交
こう

易
えき

を通じて地中海周辺諸地域と交流し、高度な文化を発展させた。ぺロ
ポネソス戦争以降ポリス社会が変質するなかで、アレクサンドロス大王に
より空前の大帝国が建設され、ギリシアの文化と西アジアの文化が融

ゆう

合
ごう

し、
新しい文化が生み出された。

74 第 4章　西アジアの帝国と古代ギリシア

5

10

朝がローマに滅ぼされるまでの約300年間を、ヘ
Hellenism

レニズム時代と呼んでいる。

ギリシア人の東方への拡大によって、ポリスをこえた国家体制が成立し、そ

れにともなう新しい価値観も誕生した。世界市民主義（コ
cosmopolitanism

スモポリタニズム）

の思想が生まれる一方で、政治から離れて個人の内面の幸福を追求する哲学

が現れ、ストア派やエピクロス派が盛んになった❶。

　この時代には、ギリシア美術が彫刻の領域で「ミロのヴィーナス」や「ラオ

コーン」のような傑作を生み出しただけでなく、その様式は東方にも広まり、

インドや中国・日本に至るまで影響を与えている。また、前 4 世紀にコ
Koine

イネ

ー❷と呼ばれるギリシア語が形成され、やがてヘレニズム時代の諸地域で標

準語となった。

　ヘレニズム諸王国のなかでもっとも経済的に豊かであったプトレマイオス

朝では、アレクサンドリア市が経済と文化の中心として栄え、王立研究所（ム

セ
Museion

イオン）や大図書館がつくられ、自然科学や文
ぶん

献
けん

学の研究が進められた❸。

❸シチリア島出身の物理学
者アルキメデス（前287頃～前
212）や、ギリシアの数学者エ
ウクレイデス（ユークリッド、
前300頃）、サモス島出身の天
文学者アリスタルコス（前310
頃～前230頃）、北アフリカ出
身の地理学者エラトステネス

（前275頃～前194頃）がムセイ
オンで研究した。

❷「共通語」という意味。『新
約聖書』もコイネーで書かれ
た。

①  アテネで、直接民主政が発展した経緯についてまとめてみよう。
②  ペルシア戦争後、ギリシアのポリス社会は大きく変化していった。その理由は何だろう。
③  ギリシア文化が後世に与えた影響でもっとも重要な要素は何だろう。

章末の問い

❶ゼノン（前335～前263）を祖
とするストア派は禁欲主義、
エピクロス（前342～前271）が
開いたエピクロス派は快楽主
義をとなえた。 

「ミロのヴィーナス」
ヘレニズム時代の彫刻の代表
的な作品。エーゲ海南部のミ
ロス（ミロ）島にあったポリス、
ミロスの遺跡で1820年に発見
された。

「ラオコーン」　トロイ
伝説の神

しん

官
かん

を描いた大
理石像で、ヘレニズム
時代を代表する像。

ペルガモンのゼウスの大
だい

祭
さい

壇
だん

　ヘレニズム
時代に繁栄した小アジア北西部の都市ペル
ガモンで、前 2 世紀につくられたギリシア
神話の主神ゼウスをまつる祭壇。壮麗な浮

う

き彫
ぼ

りが施されている。発掘後にドイツに
移され、現在ベルリンの博物館に展示され
ている。

新
世
界
史

2．「考える」「理解する」「追究する」教科書—各章の学習の流れ
新世界史

第Ⅳ部では、人々の国際的な移動や貿易の広がりなどにより、いかに諸地域が統合され、変容したか
を考えます。扉では福沢諭吉の『学問のすゝめ』を資料として取り上げ、近代化の理念とその背景とな
る歴史を読み取り、考えることができます。

深く追究する問いが重層的に思考力を磨く
この教科書では、世界の歴史を４つの大きな枠組みで分け、第Ⅱ部から第Ⅴ部として、その
展開を紹介します。各部の扉は、その時代の展開にかかわる出来事の意味や意義、特色を多
面的・多角的に考察するためのエピローグとなっています。

章ごとの学習の流れ

部扉

章扉

本文

章末

第Ⅱ部では、古代において諸地域がそれぞれど
のような社会を形成し、そこでどのような文化・
宗教・思想が育まれたかを考えます。扉ではロー
マ帝国の資料を取り上げ、ローマが生み出した
文化や、帝国として広がることで他地域に及ぼ
した影響を読み取り、考えることができます。

第Ⅲ部では、諸地域がどのように結合し変容する
かを考えます。扉ではマルコ＝ポーロの資料をと
りあげ、交易の拡大、都市の発達、文化・思想の
伝播などを読み取り、考えることができます。

各章の扉に、章の内容の導入文と
ともに、その章の内容を問題意識
をもって読み進めていくための問
いを用意しました。
生徒は、その問いに基づき仮説を
立てながら、「何を学ぶか」「何に注
目すべきか」を知ることができます。

本文では、各所に着眼点となる問
いを示しています。「相違点を整理
してみよう」「原因は何だろう」など、
考察の方向性も指し、思考を促す
問いとなっています。

章の最後に「探究」の問いを用意し
ました。「まとめてみよう」「理由を
考えよう」といった問いでは、生徒
が主体的に学習に取り組むことが
できますし、「後世に与えた影響は
何だろう」といった問いでは、生徒
が現代社会に結びつけて考察する
ことができます。
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72 第 4章　西アジアの帝国と古代ギリシア
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10

15

20

25

30

ヘレニズム時代

アレクサンドロス大王の
東方遠征

　ポリス世界が混迷を深めている頃、ギリシア

北方のマ
Macedonia

ケドニア王国❶が台
たい

頭
とう

し、国王フィ

リ
Philippos II

ッポス 2世は軍事力を強化して、勢力を拡大した。マケドニアの進出に対

するギリシア内での対応はまとまらず❷、また傭
よう

兵
へい

に頼って国防意識の薄れ

た市民たちはみずからマケドニアに対抗する行動に出なかった。前338年、

マケドニア軍がギリシアに侵攻してようやくアテネはテーバイなど他のポリ

スと連合し、マケドニア軍に戦いを挑んだが、カイロネイアの戦いで敗れた。

翌年、フィリッポス 2 世はギリシア諸ポリスとコ
Korinthos

リントス同盟（ヘ
Hellas

ラス同盟）

を結成した。これにより、ギリシアの諸ポリスは自由と自治を維持したが、

マケドニア軍が駐
ちゅう

留
りゅう

して監督することになったので、ポリスの自主独立の体

制は名
めい

目
もく

的なものとなった。

　フィリッポス 2 世の息子ア
Alexandros

レクサンドロス（大王）が王位につくと、彼は父

王の遺
い

志
し

を継ぎ、マケドニアとギリシア諸ポリスの連合軍を率いて、前334

年に東方遠征に出発した。アレクサンドロスが率いる軍は、アカイメネス朝

のダレイオス 3世の軍を幾度も破って敗走させ、ペルシア帝国の崩壊を決定

づけた。前330年のアカイメネス朝滅
めつ

亡
ぼう

後もアレクサンドロスは遠征を続け、

遠征軍はインダス川を渡ってインド西北部にまで到達した。

　こうして、マケドニアとギリシア本土に加えオリエント諸地域もアレクサ

ンドロスの支配下に入った。王は征服した各地にアレクサンドリアという名

の都市を建てるとともに、行政の整備につとめ、マケドニア人とペルシア人

の結婚を奨
しょう

励
れい

するなど、広大な地域の支配に適合する民族の融
ゆう

和
わ

を試みた❸

が、帝国統
とう

治
ち

の仕組みが整わないうちに熱病で急死した。

ヘレニズム時代の
諸王国と文化

　大王の死後、その領土をめぐって部下の将軍たちの

あいだで争いがおこり、大王の遺領は分割され、エ

ジプトにはプ
Ptolemaios

トレマイオス朝の王国、 シリア以東の西アジア地域には

セ
Seleukos

レウコス朝の王国ができた。ギリシアの諸ポリスは、マケドニアの支配か

ら脱しようとしたが失敗し、アテネは富
ふ

裕
ゆう

者
しゃ

による寡
か

頭
とう

政
せい

に移行させられ、

民主政は終わりを告げた。

　アレクサンドロスの東方遠征から大王領の後
こう

継
けい

国家最後のプトレマイオス

3

在位前359～前336

在位前336～前323

在位前336～前330

Dareios III

前304～前30

前312～前64

❶マケドニア人はギリシア
人の一派であるが、ポリスを
形成せず、王国を建てていた。

❷アテネでは、 弁論家デモ
ステネス（前384～前322）がマ
ケドニアの脅

きょう

威
い

にギリシア諸
ポリスが結束して抗するよう
訴えたが、同じく弁論家イソ
クラテス（前436～前338）はフ
ィリッポスがギリシア統合の
中心となってペルシアへ遠征
するよう期待した。

❸大王はペルシアの言語や
風習を取り入れもしたが、王
に平

ひれ

伏
ふ

して挨
あい

拶
さつ

するペルシア
風の拝

はい

跪
き

礼
れい

はマケドニア人の
反発をまねいた。

　ギリシアのポリスは、
マケドニアに敗れてポリ
スとしての自立性を失っ
ていった。その原因は何
だろう。

Q

アリストテレス　マケドニア
国王の侍医の子として生まれ、
アテネのプラトンの学園アカ
デメイアで学んだ。マケドニ
ア国王フィリッポス 2 世のま
ねきで、若きアレクサンドロ
スの家庭教師をつとめた。

733．ヘレニズム時代

5

10

15

ヘレニズム

　ヘレニズムという言葉は、キリスト
教的伝統を表すヘブライズムに対して
西洋のギリシア文化的伝統を指すため
に用いることもあるが、歴史学では19
世紀ドイツの歴史家ド

Droysen

ロイゼンが提唱
した歴史概

がい

念
ねん

に従って用いられる。
　この概念では、アレクサンドロスの東方遠征以降、ロ
ーマが支配権を樹立するまでの期間を世界史的に重要な
時期としてヘレニズム時代と呼ぶ。またアレクサンドロ
スの帝国やその後

こう

継
けい

国家の広大な空間に、オリエントの
文化がギリシア文化の影響を受けて独自の文化を形成し
たので、それをヘレニズム文化と呼んでいる。
　ドロイゼンは東西の民族の混

こん

淆
こう

に力点をおいている。
しかし、アレクサンドロスの東方遠征やその後の支配は
実際には広大な地域のごくわずかにしかおよばず、支配

者のマケドニア人やギリシア人が活動した範囲も都市を
中心に限定されていたから、ギリシア文化がオリエント
に普

ふ

及
きゅう

して両文化が融
ゆう

合
ごう

したといっても、その程度は限
られていた。また、早くも前 3世紀の終わり頃になると
オリエントの側の要素が強まって、ギリシア文化が衰退
するようになる。
　ドロイゼン以来、この概念にはヨーロッパ人のオリエ
ント観がまとわりついており、研究もヨーロッパの側か
ら一方的にオリエントを観察して、彫刻などにギリシア
芸術の特徴を発見するようなかたちでなされてきた。し
かし、これはその時代と地域を正確に理解するには不適
当であり、現在の歴史学界では、概念の歴史的性格を把

は

握
あく

したうえで、オリエント側からの研究が進むことが期
待されている。

Q▶アレクサンドロス大王の大帝国の支配は、アカイメネス朝の地域で有効であっただろうか。

1804～84

アレクサンドロス大王の帝国とヘレニズム諸国家

イッソスの戦いの場面に描かれたアレクサンドロ
ス大王　イタリアのポンペイ出土のモザイク画。
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アンモニオン

アレクサンドリア

カイロネイア
前338 テーバイ サルデス

地
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海

カ

ス

ピ

海

ティ
グリ

ス
川

ペ
ルシ

ア 湾

ア
ム

川

 シ ル
川

紅

海

ナ

ユ

イ
ン

ダ
ス
川

フラ
テス

川

ー

イ
ル

川

前326

黒　　海

ペ
ルシス

ロードス島
クレタ島

サマルカンド
（マラカンダ）

バクトリア

イ ン ド

前333
イッソス

アルベラ
前331

アテネ

大王のたてたおもなアレクサンドリア市
アレクサンドロスの部将の航路

アレクサンドロス大王の帝国
アレクサンドロス大王の進路（数字は大王の通過年）

マケドニア王国の領域
セレウコス朝の領域

プトレマイオス朝の領域
ローマの勢力範囲

Q▶アレクサンドロス大王の東方遠征のルート
を地図で確認し、その目的を考えてみよう。

東方遠征資料から考える

アレクサンドロス大王の帝国とヘレニズム諸国家

イッソスの戦い

くわしく見る

新
世
界
史

問いを意識して本文を読む、図を見る
本文は全体ページ数の６割ほどで、歴史の流れをわかりやすく記述しており、３単位で授業
をおこなうことが可能です。

2．「考える」「理解する」「追究する」教科書—テーマごとの学習の流れ
新世界史

問いと本文をセットで読む

本文脇の問いで、着眼点を確認した上で、本文を読み進めましょう。
ここでは具体的な歴史の事象を学びながら、集団の自立性が崩れる原因がどの
ようなことか、自由と自治が削がれる経緯などを歴史から学ぶことができます。

「資料から考える」

本文の流れを妨げ
ないよう、補足的
な事項は注で扱っ
ています。

スポットライトを当てたい
地図・図版・図表のために、
「資料から考える」という
コーナーを用意しました。
たとえば「アレクサンドロ
ス大王の東方遠征ルート」
の地図も、問いとあわせて
見ると、教科書p.65のアカ
イメネス朝の領土すべてに
自ら赴き、獲得しようとし
ていることが分かります。

深掘り「コラム」

歴史の鍵となる用語、現
在の歴史研究の動向、現
代世界との関連性などを
コラムで深掘りします。
ここでは本文で大筋の流
れを学んだ「ヘレニズム
時代」の「ヘレニズム」と
は何かを解説していま
す。アレクサンドロスが
理想を掲げた大帝国支配
は、実際にどのような結
果となったか、ここでも
歴史はいろいろな示唆を
与えていることを読み解
くことができるでしょう。

写真を拡大して見てほし
いもの、図の全体像を見
てほしいものなどに二次
元コードを設けています
➡p.81 。ここではイッ
ソスの戦いの全体はリン
ク画面で確認し、どこに
アレクサンドロスが描か
れているかを知ることが
できます。
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102 第 6章　ヨーロッパの形成とイスラーム教の誕生

5

10

15

20

段が限られていた当時、ウマイヤ朝やアッバース朝の領域は、一人の君主が

統
とう

治
ち

するには広すぎた。また地方政権が誕生した地域は、もともと地理的・

文化的にひとまとまりの単位であったので、分権化が進むのは自然な流れで

あった。アッバース朝の時代になると、その領域全体で、アラビア語が行政

のための言語として使用されるようになり、人々が日常的に使う言語も徐々

にアラビア語にかわっていった。現在、アラビア語を話す人々が西アジアか

ら北アフリカに広く分布しているのはその結果である。一方、サーマーン朝

の領域である中央アジアやイラン高原東部では、 9世紀末頃から住民の日常

語であるペルシア語が、行政の言語としても用いられはじめた。各地でアラ

ビア語の重要性が増す一方で、このように、一部の地方では言語の面でも自

立がみられるようになった。

　地方政権の 1つとしてカスピ海南岸に成立したブ
Buwayh

ワイフ朝は、シーア派の

政権であり、アッバース朝カリフの命に従わなかった。ブワイフ朝の君主は

946年にバグダードを攻略したが、カリフを廃さず、その権威を利用して大

アミール（大将軍）となり、政治・軍事の実権を握った。

　ブワイフ朝と同じ頃にチュニジアにおこっ

たシーア派のフ
Fatima

ァーティマ朝は、969年にエ

ジプトを征服し、新
しん

都
と

カイロを建設した。こ

の王朝の君主は、シーア派の最高指導者を自
じ

認
にん

し、カリフを名乗って、アッバース朝の権

威に挑戦した。

　このように、10世紀から11世紀にかけては、

イラン高原から北アフリカにかけての地域で、

932～1062

909～1171

1000km0

ビザンツ帝国
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ファーティマ朝
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ブワイフ朝

サーマーン朝

カラハン朝

アラビア海

アラル海
カ
ス
ピ
海

紅

海

黒 海

海
中

地
コルドバ

コンスタンティノープル

バグダードカイロ

スンナ派王朝
シーア派王朝

ローマ

神聖
ローマ
帝国

10世紀のイスラーム世界アズハル ゠ モスク　エジプト
を征服したファーティマ朝は
新都カイロを造営し、その中
心にアズハル ゠ モスクを建
てた。972年に併

へい

設
せつ

されたマ
ドラサ（学院）はイスラーム最
古の高等教育機関で、現在で
はスンナ派教学の最

さい

高
こう

峰
ほう

であ
る。

後ウマイヤ朝の都
みやこ

コルドバの
モスク　コルドバのモスク
（メスキータとよばれる）はイ
スラーム教のモスクであった
が、現在はキリスト教の大聖
堂になっている。柱は他の建
物からもってきたため寸

すん

法
ぽう

が
あわず、天井との隙

すき

間
ま

をうめ
る工夫として、独特の二重ア
ーチが採

さい

用
よう

された。

1033．イスラーム教の誕生とカリフの政権

5

①  ローマ帝国が支配していた地中海世界は、 8世紀末までに 3つの文明圏に大きくわかれ
ていった。その経緯を整理しつつ、それぞれの文明圏が何を基盤として成立しているのか、
考えてみよう。

②  カール大帝の皇帝戴
たい

冠
かん

は、中世ヨーロッパ世界成立の画期とされるが、その理由を考え
てみよう。

③  ムスリムの政権のもとで、アラブ人以外の被征服民の立場はどのように変化していった
か、整理してみよう。

④  カリフの地位と役割は、時代とともにどのように変化したのか、まとめてみよう。

章末の問い

① イブン ゠ バットゥータ『大旅行記』（1326 年）

ダマスクスにおけるワクフは、その種類において、またその支出額においても算定出来な
いほどの数である。［例えば］その 1 つに、メッカ巡

じゅん

礼
れい

に行けない人たちのため［に特別に
設定された］、幾つものワクフがある。これは、彼らのなかの巡礼に行こうとする者に対
して、十分な［旅行］費用をワクフから提供するものである。また娘たちの結婚準備のため
に用意されたワクフがある。これは、娘たちに十分な準備をしてやれない彼らの家族のた
めに提供されるワクフである。さらに捕虜となった者を保釈するためのワクフや、旅人た
ちに食べ物、衣類や彼らの国へ［戻るため］の旅の必需品類を提供するワクフがある。道路
を整備・舗

ほ

装
そう

するためのワクフもあるが、これは、ダマスクスの路地道はすべてその両側
に、歩行者たちが通る舗装部分があるためである。一方、駄

だ

獣
じゅう

に乗った人たちは、その中
間の道を通る。さらに、それら以外にも慈善事業を目的とし［て設定され］た幾つものワク
フがある。 （イブン・ジュザイイ編、家島彦一訳注『大旅行記 1』より、一部改変）

②イナーヤト ゠ ハーン『シャージャハーン ゠ ナーマ』（1658 年）

燦
さん

然
ぜん

たる墓
ぼ

廟
びょう

（タージ ゠ マハル）が〔完成に要した〕12年のあいだに、その費用として500
万ルピーを費やしたことは紛

まぎ

れもないことである。また墓庭園の周辺には数々の広場や宿
泊所、商店が設けられ、宿泊所の背後に多くの食品製造工房も設立された。…かくしてこ
の燦然たる墓廟に設けられたワクフ制度によって、もし修繕が必要な場合にはこの寄進財
産の収益でもってその支出に充当し、残余は〔墓廟関係の〕年俸受給者および月俸受給者に
支給されるとともに、墓廟に仕える人々やその他困窮者たちのための必要な支出に充

あ

てら
れる。剰余が生ずれば、この墓廟の豊かな財庫に繰り入れられる。

（歴史学研究会編『世界史史料 2』、一部改変）

シーア派の政権があいついで成立した。しかし、その治
ち

下
か

にあった人々がシ

ーア派に改宗することはほとんどなく、ムスリムの大半は依然としてスンナ

派に属していた。

　イベリア半島の後
こう

ウマイヤ朝は、ファーティマ朝への対抗上カリフを称し

たので、10世紀後半には、 3 つのカリフ政権が並びたつこととなった。 7

世紀にムスリムの政権が誕生した当初は、指導者である一人のカリフにすべ

てのムスリムが従っていたが、10世紀頃にはこの体制は完全に崩壊してしま

った。

（→p.99）

Q▶ 資料②について、
タージ ゠マハルの維
持においてワクフは
どのように運用され
ているか。

Q▶ 資料①のなかに
みられる「ワクフ」と
はどのような制度の
ことだろうか。

資料から考える

1172．宋と周辺諸国

5

料
りょう

や薬品類が中国へ輸出された。広
こう

州
しゅう

・泉
せん

州
しゅう

・明
めい

州
しゅう

（寧
ニン

波
ポー

）などの港には市
し

舶
はく

司
し

がおかれ、積
つみ

荷
に

検査や課税など海上貿易を管理した。

宋代の文化
　唐代後期以来、中国の文化的潮

ちょう

流
りゅう

は、大きくかわってきた。

美術の面では、装
そう

飾
しょく

的な華やかさから理知的な精神性の重

視へ、そして学問の面では、知識の蓄
ちく

積
せき

から人間としていかに生きるべきか

という哲学・道徳の重視への動きである。この動きは、仏教などの外来文化

の影響を脱して中国本来の文化に戻ろうとする復
ふっ

古
こ

の主張と重なりあってい

た。この文化革新の流れを担ったのは、貴族にかわり官界に進出した士
し

大
たい

夫
ふ

、
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Q▶『東京夢華録』は南宋の人、孟元老が、北宋の
開封の様子を記した回想録である。宋代の開封と
唐代の長安での庶民生活の違いをあげてみよう。

Q▶どのような人々や
動物がいて、どのよう
な店が立ち並んでいる
だろう。

「清明上河図」と宋代の庶民生活資料から考える

「清
せい

明
めい

上
じょう

河
が

図
ず

」　北宋の都開封の繁栄を描いたとされる絵巻物。張
ちょう

択
たく

端
たん

作。
図は城内の商店街で、買物客・行楽客であふれている。（呉

ご
子
し
玉
ぎょく
模本）

宋代の中国と運河

開封の都市計画図（想定）
（伊原弘『中国開封の生活と
歳時』をもとに作成）

　（街路には）それぞれ茶店や居酒屋、
芝
し

居
ばい

小屋や飲食店がある。市中の商
売人の家では、食事ごとにそういう
飲食店から料理を取って間に合わせ、
家には惣

そう

菜
ざい

を用意しない者が多い。
…繁華な場所になると、朝まで店を
閉めない。普通の場末の辺

へん

鄙
ぴ

なとこ
ろでも、午前 0時頃になると、茶瓶
を下げたお茶売りが出てくる。とい
うのは、都の人は公私の仕事が忙し
くて、夜更けてやっと帰宅するから
である。（入矢義高・梅原郁訳注『東京夢華録』）

孟
もう

元
げん

老
ろう

『東
とう

京
けい

夢
む

華
か

録
ろく

』

「清明上河図」く
わ
し
く
見
る
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3.図版・地図・史資料を読み解く力がつく教科書
新世界史

文字資料

カラーユニバーサルデザイン

地図・グラフの作成においては、
カラーユニバーサルデザインに則
り、色覚特性のある生徒にも読み
やすい配色や線種を使用しました。

多角的視点

宋代の開封の様子を、回想
録や絵画、地図など多様な
史資料から多角的にとらえ、
当時の社会を考察できます。

探究活動のために読み解
くべき図版、参考動画を
中心に、二次元コードを
活用した資料を30個設
けました。教科書の写真
を拡大したり、他の場面
を見たりすることができ
ます。

二次元コードの活用

文字資料は20ほど用意しています。それぞれに問い
を付し、読み解く視点を示すことで、資料を読み解
く技能が習熟するよう工夫しました。

豊富な図版
480点ほどの写真、170
点ほどの地図・図表を付
し、「資料から考える」の
コーナーを設けることで、
歴史を視覚的に理解でき
るよう留意しました。
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⑵ 旧石器時代の文化＝新人による創造的な文化が登場
洞穴壁画… フランス南西部～スペイン北部に約350か所点在

⑶ 氷期の終了＝地球の温暖化 → 海水面の上昇により、ほぼ現在と同じ地形が形成
大型動物の消滅、落葉樹林帯の拡大…植物性食物が食材の中心に
全世界の人口は1000～2000万人程度…地球上の多種多様な生物の 1つ

　視点　　地球環境からみる人類の歴史
　近年、アフリカ各地で人類の化石や痕跡が相次いで発
見され、それまでの化石の証拠ではなく、遺伝情報の研
究が進み、DNA鑑定などの科学技術が効果的に用いら
れることにより、人類の起源に関する研究は長足の進歩
を遂げている。先史時代については、 1つの化石の発見
が従来の説を塗り替えていくことが十分に起こりうる。
人類学は次々と新しい発見によって学説が書き換えられ
るダイナミックな分野である。
　人類の起源と系譜については、概括的な知識が身につ
くように指導していきたい。以下に、先史時代の学習の
ポイントとなる点を 6つ示したい。
1．アフリカに生息していた類人猿のうちで直立二足歩
行するようになった猿人グループが人類の起源と考え
られている。今のところ猿人が直立二足歩行を始めた
時期と場所はおよそ700万年前の中央アフリカの樹木
が比較的まばらな疎林であったと考えられている。
2．およそ250万～180万年前に猿人より大きな身体と脳
をもつ原人があらわれ、約180万年前頃に彼らがアフ
リカを出て西アジアのグルジアをはじめユーラシア各
地に住みついた。ジャワ原人や北京原人もそれら原人
の 1つである。彼らはすでに火と打製石器を用いてい
た。
3．70万年ほど前に旧人があらわれる。彼らは原人より
進んだ石器を用い、現生人類と変わらない大きさの脳
をもっていた。ヨーロッパの集団の一部がネアンデル
タール人に進化したようである。彼らは約30万年前に
登場し、 4万年前には絶滅した。
4．現代人までつながる新人は、20万年ほど前（一説に
よると30万年前）にアフリカで生まれた。彼らは10万
年ほど前にアフリカを出て、世界各地に住みついた。
この新人とそれ以前の原人や旧人とは直接的関係はな
いと考えられている。現代の世界に生きる我々の祖先
（現生人類）はすべて、20万年前のアフリカで生まれて
全世界に広まっていった（アフリカ単一起源説）。約 1
万2000年前には、この新人は南北アメリカ大陸に渡っ
ていたと考えられている。各地で暮らしていた原人や
旧人は絶滅したと考えられているが、その原因は不明
である。
5．クロマニョン人は新人の 1つであり、彼らは高い性
能をもつ石器や骨角器をつくり、それを用いて狩猟採

集生活を送っていた。また、すでに死についての知識
や芸術についての感覚を有していた。
6．猿人出現から現生人類が文字によって記録を残すよ
うになるまでの時代を先史時代という。これは人類の
歴史の99.9％以上に当たる。本教科書でこれから詳し
く説明する人類の過去は、したがって、その長い歴史
のうちの0.1％以下の時期についてである。

　発問　　p.9　46億年を 1年の長さと仮定すると、人類
誕生は何月何日の何時何分になるだろう。
　解答例　　地球の歴史46億年を 1年のカレンダーに見
立てると、人類が誕生した約700万年前は、12月31日午
前 8時30分頃であり、大晦日の朝になってようやく人類
は登場した。農耕や牧畜が始まる約 1万年前は午後11時
59分近くであり、産業革命が始まるのは午後11時59分58
秒頃である。
　解説　　人類の有史時代は地球全体の歴史からみると
瞬きの瞬間ほどしかない。また、人類の歴史を 1年のカ
レンダーに見立てると、猿人誕生が 1月 1日、原人の誕
生は 8月下旬となる。現生人類であるホモ・サピエンス
の登場は12月21日となり、ホモ・サピエンスの時代が始
まったのは人類全体で考えるとつい最近のことであり、
全体の歴史のなかで 3％を占めるにすぎない。地球全体
での人類の歴史は一瞬の出来事であり、その人類の歴史
のなかでも歴史が残されている時代は人類史全体の 3％
ほどしかない新人のさらに0.03％ほどでしかない。
　発問　　p.11　旧人が滅亡し、新人が生き残った理由
として考えられることは何だろう。
　解答例①　　旧人は寒冷な気候を生き延びるために体を
適応させ頑丈でがっしりした体格に変化した。その分、
より多くのエネルギーを必要とし、力づくで獲物を仕留
めていたと考えられる。新人は細くて華奢な体で力が弱
かったが、長く遠くまで歩ける利点を活用し狩猟技術を
発展させた。寒冷な気候に対し脳が適応したため、寒さ
をしのぐ道具や生活様式を発達させ、より寒冷な土地に
も適応することが可能となり、生き残ることができたと
考えられている。
　解答例②　　旧人は新人に比べて力が強かったため、体
を大型化させることで環境に適応してきた。狩猟の競争
相手が少なければこの方法で生き残ることは可能であっ
たかもしれない。しかし、狩猟技術を発達させ、遠くま
で狩猟が可能であり、寒さに対する工夫をもち合わせて

第1章　人類の歴史と私たち 35

1　地球環境からみる人類の歴史（P.9～12）
【授業のポイント】
１．化石人類の歴史は、研究の進展により解釈が変更されてきたこと、今後も新たな発見により変更される可能性が
あることを理解させる。
２．人類は長い年月をかけて全世界に拡大しながら、それぞれの環境に適応した生活スタイルを身につけたことを理
解させる。

【教科書の整理】

1　地球環境の変化と人類の歴史
( 1 )地球の歴史＝ 46億年前に太陽系とともに形成  

元素・鉱物・岩石の変化から地球の変化（進化）を説明  
地球環境の変化が自然界や動植物に大きく影響する

( 2 )人類の歴史＝ 地球環境の変化に順応してきた生物（種）の 1つ  
人類は約700万年前に地球上に誕生した新しい種  
現生人類は約20万年前に誕生し、現在まで生存してきた

教科書の発問❶　46億年を１年の長さと仮定すると、人類誕生は何月何日の何時何分になるだろう。
人類の歴史を歴史以外の分野の理論や成果を活用して考えさせる。主体

2　人類の起源
⑴ 先史時代＝猿人の出現から文字記録の登場まで…人類の歴史の99.9％以上を占める

人類の骨・道具・生活様式・環境から人類の歴史を考える時代
⑵ 猿人の誕生＝約700万年前にアフリカに誕生した最初の人類

類似猿（チンパンジーなど）から分岐、直立二足歩行を始める
サヘラントロプス（トゥーマイ猿人）、アウストラロピテクスなど誕生
簡単な打製石器を使用…類人猿との違い

⑶ 原人の誕生＝約240万年前にアフリカに誕生し、アフリカから移動した人類
ユーラシア大陸の各地に移動し、そこに定住…ジャワ原人、北京原人など
子の養育保護期間が長期化…親子の強い結びつき
食糧採集活動や大型動物の狩猟活動をおこなう
打製石器を使用して狩猟・肉食を開始し、火も使用した

⑷ 旧人の誕生＝約60万年前に誕生し、ヨーロッパ・中東・中央アジアに広がる
ネアンデルタール人…寒冷な気候に適応した人類
進化した打製石器を使用し、抽象的な概念も理解する…死者の埋葬など

3　現生人類の登場
⑴ 新人の登場＝約20万年前にアフリカに誕生、現代人の直接の祖先（ホモ・サピエンス）

約10万年前にアフリカを出て、 1万 2千年前には南アメリカ大陸南端まで
氷期には海水面が低下し、大陸間や諸島間の移動が可能になる

教科書の発問❷　旧人が滅亡し、新人が生き残った理由として考えられることは何だろう。
人類の歴史を単線的にではなく、環境に適応できた種のみが生き残ったことを理解させる。思考

クロマニョン人（ヨーロッパ）、周口店上洞人（中国）など
道具作りの技術進化…剝片石器や骨角器など便利な道具を開発
機能的で効率的生活が可能になる…狩猟活動や食材の調理など
打製石器を使用した狩猟・採集活動が中心…旧石器時代
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関
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B5判　480頁・付属データ集DVD-ROM付　定価22,000円（10％税込）

『新世界史』を使った授業実践にご活用いただける材料を盛り込みました。

教師用指導書 授業実践編
新世界史

教科書の節ごとに「授業のポイント」を示しています。

「教科書の整
理」は板書例
としてお使い
頂けます。

教科書に示され
ている問いを、
「教科書の整理」
の中で、適した
位置に示してお
ります。

そのほか「視点」「用語の
解説」「図版の解説」など
授業の用意に便利な内容
となっております。

世探706準拠

教師用指導書 研究編
世界史探究教科書共通

B5判・504頁　定価5,500円（10％税込）

山川出版社の世界史探究教科書で共通してご使用いただけます。大きいテーマを扱う「基本
考察」、各用語ごとの「用語解説」、「エピソード」、「参考文献」を『詳説世界史』の配列に
沿って記しています。 ➡p.27

観点別評価の「知識・技能」「思
考・判断・表現」「主体的に学
習に取り組む態度」のどれに相
当するかも示しています。

教科書にある問
いについては、
すべて解答例と
解説が丁寧に示
されております。

82 83



 11 / 77 
 

B 問題 
新世界史 p.63～74 

第 4 章 西アジアの帝国と古代ギリシア 
 
第 1 問 つぎの会話文を読み、下の問いに答えよ。 
生徒 A：図書館って、とても居心地がいいよね。図書館の始まりはいつのことなんだろう。 
生徒 B：図書館の起源は、アッシリア帝国までさかのぼるよ。アッシリア帝国の最盛期を築いた( i )が

読書好きで、①首都に大図書館をつくらせたことが始まりといわれているね。 
生徒 A：アッシリア帝国は、前 7 世紀頃にオリエントを統一した国だよね。 
生徒 B：そうだよ。アッシリア帝国の滅亡後、4 つの王国が分立したあとは、アカイメネス朝ペルシアが

オリエントを支配したね。アカイメネス朝は、アッシリア帝国よりも長くオリエントを支配した

んだ。 
生徒 A：どうしてアカイメネス朝は、アッシリア帝国よりも長くオリエントを支配できたんだろう。 
生徒 B：それは、( I )という違いのためだよ。 
生徒 A：征服した民族に対する扱いに、大きな違いがあったんだね。 
生徒 B：また、アカイメネス朝ペルシアでは、火を崇拝する( ii )が信仰されたんだ。現在でも、火に

はアフラ＝マズダが宿るため、火葬ではなく鳥葬をおこなう地域もあるみたいだよ。 
生徒 A：鳥葬は、肉食の鳥類に遺体を食べさせる葬儀のことだよね。世界には、古来に生まれた習慣が根

づいている地域が多くあるんだね。 
 
問 1 会話文中の空欄( i )に当てはまる語句を答えよ。【知識・技能】 
 
問 2 会話文中の下線部①について、首都の名称と地図中の位置あ・いの組合せとして正しいものを、下

のア～エから 1 つ選べ。【思考・判断・表現】 

   ア．スサ―あ  イ．スサ―い  ウ．ニネヴェ―あ  エ．ニネヴェ―い 
 
問 3 会話文中の空欄( I )に当てはまる文を 60 字程度で答えよ。【思考・判断・表現】 
 
問 4 会話文中の空欄( ii )に当てはまる語句を答えよ。【知識・技能】 
  

 22 / 33 
 

新世界史 p.18～36 
 

第２章 古代文明の特質 

 

  Ａ 十分満足 Ｂ おおむね満足 Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて総合的にとらえて理解

しているとともに、複数の

資料から情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を

身につけている。 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて理解しているととも

に、複数の資料から情報を

調べまとめる技能を身につ

けている。 

各地の古代文明の特徴と、そ

れらに共通する特質につい

ての理解や、資料から情報を

調べまとめる技能が十分に

身についていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質に関

わる諸事象の意味や意義な

どを、時期や年代、推移、比

較、相互の関連や現代世界

とのつながりなどに着目

し、資料を通して読み取れ

る情報から多面的・多角的

に考察し、表現している。 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質に関

わる諸事象について、資料

を通して読み取れる情報か

ら多面的・多角的に考察し、

表現している。 

各地の古代文明の特徴と、そ

れらに共通する特質に関わ

る諸事象について、資料の読

み取りが不十分で、適切な考

察にもとづき表現していな

い。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて、みずから関心をもっ

て学習に取り組み、振り返

りを効果的に活用し、課題

を主体的に探究しようとし

ている。 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて、みずから関心をもっ

て学習に取り組み、振り返

りを活用し、課題を探究し

ようとしている。 

各地の古代文明の特徴と、そ

れらに共通する特質につい

て、学習への取り組みが不十

分で、振り返りを活用できて

いない。 

 

  

新
世
界
史

関
連
教
材

『教師用指導書 授業実践編』にはデータ集DVD-ROMが付属します。
授業準備やテスト問題の作成に、ぜひご活用ください。

⚫教科書の節ごとに構成されています。学習のポイントを明示し、
　要点を理解しやすく工夫しています。
⚫授業スタイルにあわせてアレンジが可能です。
⚫スライドに対応したワークシート（Word）もご用意しています。

⚫教科書の章ごとに構成されています。
⚫小問ごとに観点別評価を明記しています。
⚫様々なパターンの出題形式を用意しています。

教師用指導書 授業実践編　付属データ集
新世界史

世探706準拠 　〈１章ごとにA4約10枚収録〉

第２章 古代文明の特質

新世界史 ～

２ 古代オリエント

12

資料から考える 古代オリエントの諸勢力の変遷
Ｑ エジプトとメソポタミアにおける国家・王朝の興亡の違

いを地形的な要因から考えてみよう。

２－２ 古代オリエント

前2000年頃のオリエント 前1500年頃のオリエント

シュメール人の都市国家

▪ウル・ウルク・ラガシュなど（ティグリス川とユーフラテ
ス川の両大河下流域）

▪王による支配：政治・軍事・祭祀の権限独占
▪楔形文字の発明：粘土板に記録、『ギルガメシュ叙事詩』

の成立、他の民族も使用する
▪六十進法の発明、１週７日制の採用、太陰暦の採用

２－２ 古代オリエント

付属データ集DVD-ROM　収録予定コンテンツ一覧
DVD

❽授業用スライド   PowerPoint

❿準拠テスト例  Word

教科書
データ

①教科書紙面 PDF 教科書全ページの紙面データ
②教科書本文・注・史料テキスト Word 本文・注・史料のテキストデータ
③教科書掲載地図・図表 JPEG カラー・モノクロ２種の画像データ
④教科書掲載問い・解答例一覧 Excel 問いと解答例の一覧
⑤指導書紙面 PDF 指導書全ページの紙面データ
⑥板書例テキスト Word 板書例のテキストデータ
⑦年間指導計画・評価規準例 Excel カリキュラムにあわせて加工が可能

教科書
準拠教材

⑧授業用スライド PowerPoint 教科書の節ごとに構成
問いの解答例も収録

⑨授業用スライド対応ワークシート Word スライドに対応したワークシート

⑩準拠テスト例 Word 小問ごとに観点別評価を明記
テストに対応したルーブリック（評価規準表）例付き

⑪準拠ノート PDF    Word 『新世界ノート』の紙面データ
⑫白地図集 JPEG プリント用・黒板用２種の画像データ

⚫�準拠テスト例に対応した「ルーブリック（評
価規準表）例」を収録しました。

　A・B・Cの具体的な規準を例示しています。

問題ごとに【知識・技
能】【思考・判断・表
現】【主体的に学習に
取り組む態度】のいず
れに相当するのかを
示しています。

84 85
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●step up 教科書の発問
❶ 共和政時代のローマにおいて、貴族と平民の法的平等が実現した重要な要因は何だったのだろう。　　 p.76 
    　　
❷ ローマはどのような経緯で都市国家から地中海全域を支配する大帝国に発展していったのだろうか。整理し
てみよう。　　 p.77    　　
❸ 元首政が始まったことで、ローマ共和政は何がかわり、何がかわらなかっただろう。　　 p.79 　　
❹ ケルト人とゲルマン人には、こののち、どのような変化がおこるのか。また、ケルト人とゲルマン人の社会
は、どのようなかたちで現在まで存続してきているのか調べてみよう。　　 p.80    　　
❺ ギリシア文化とローマ文化の要素のなかで、現在のわれわれの文化にまで影響を与えているものにどのよう
なものがあるだろうか。　　 p.82    　　

●入試問題へのチャレンジ
1	ローマの発展　（　　）に適切な用語を記し、問に答えよ。 （近畿大・改　1995年）

イタリア人の一派であるラテン人が（　1　）河畔に建設した都市国家からおこったローマは、伝承によれば、
前509年に王政から共和政に移行したことになっているが、この移行は（　2　）人の支配からの独立を意味する
のではないかともいわれている。初期共和政では、最高政務官であるコンスルをはじめ重要な官職はすべて
（　3　）と呼ばれた貴族に独占されていた。
やがて、中小農民を主体とする（　4　）と呼ばれた平民が重装歩兵として国防の主力をなすようになると、参

政権を要求して、貴族との間に身分闘争を展開した。伝承によれば、前494年には護民官や（　5　）が生まれ、
前450年頃にはローマ最古の成文法である（　6　）法が制定され、続いて前367年には（　7　）法が成立してコン
スルの一人は平民から選出されることになった。また、前287年に制定された（　8　）法によれば、（　5　）の
決議が国法と認められることになった。このようにして、貴族と平民の間の身分闘争は終わったが、この間ロー
マは次第に対外的に発展していった。ａ前272年にイタリア半島を統一して、そして 3次にわたるｂポエニ戦争
の結果西地中海世界を統一し、さらにはアンティゴノス朝の（　9　）王国、（　10　）朝のシリア王国、（　11　）
朝のエジプト王国といったヘレニズム諸国を滅ぼすことにより、前30年には全地中海世界を統一した。
しかし、ｃこの間にローマの対外発展をささえた中小農民は没落し、大土地所有制がひろがり、奴隷の反乱も

頻発し、政治家は閥族派と平民派に分かれて争った。こうした「内乱の一世紀」のなかで、第 1回三頭政治をへて
ｄカエサルが天下を平定したが独裁に走ったため、元老院の共和主義者ブルートゥスらに暗殺され、その結果第
2回三頭政治が成立した。最終的には、エジプト女王（　12　）と結んだアントニウスをオクタウィアヌスが前31

年アクティウムの海戦で破り、「内乱の一世紀」を克服した。
オクタウィアヌスは元老院からｅアウグストゥスの称号を与えられ、ｆ共和政の形式を尊重したが事実上は独

裁君主であり、これ以降を帝政時代という。ｇ帝政が始まって 2世紀の間は「ローマの平和」と呼ばれるローマの
最盛期であった。

問1　下線部ａの時、ローマが攻略した半島南部のギリシア人植民市はどこか。
問2　下線部ｂについて述べた次の文①～③から正しいものをすべて選べ。
①　ポエニ戦争で、ローマはフェニキア人の植民都市カルタゴと戦った。
②　第 1次ポエニ戦争に勝利したローマは、クレタ島を属州として支配した。
③　第 2次ポエニ戦争で、ハンニバルはザマの戦いでローマ軍を破った。

問3　下線部ｃについて述べた次の文①～④から正しいものを 1つ選べ。
①　ラティフンディアでは、オリーヴやブドウなどの商品作物が生産された。
②　護民官のグラックス兄弟は、有力者の公有地占有を公認した。
③　中小農民の一大反乱であるスパルタクスの乱が起こった。
④　閥族派のマリウスと平民派のスラが抗争した。

教

知 思

教 知 思

教 思

教 思 主

教 思 主

1
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問4　下線部ｄが行った文化的改革を20字以内で記せ。
問5　下線部ｅから依頼を受けて歴史家リウィウスが著した作品名を記せ。
問6　下線部ｆによりオクタウィアヌスは元老院の「第一人者」として何と称したか。
問7　下線部ｇについて述べた次のア・イの正誤を判定せよ。
　　ア　ローマ市のコロッセウムでは、演劇が上演された。
　　イ　五賢帝の一人のトラヤヌス帝は、帝国の最大版図を実現した。
1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

問1 問2 問3 問4

問5 問6 問7ア イ

●資料問題へのアプローチ
	 ローマ帝政の成立　次の資料を読んで、下の問に答えよ。

「……とうとうａ彼とアントニウスがその艦隊を率いて、一方は世界の安寧のために、一方は世界の破滅
へと闘う、雌雄を決すべき日がやってきた。……火ぶたが切られるや……クレオパトラが遁走の主導権をと
った。アントニウスは、闘いつつある兵士たらんよりは、遁走する女王の従者たるの道を選んだ。……しか
して翌年彼はクレオパトラとアントニウスをアレクサンドリアまで追い、内乱に最終的一撃を加えた。……
20年におよんだ内乱は終わり、対外戦争も終焉し、平和は回復され、各地での武器の狂乱は静まり、ｂ法に
は威信が、法廷には権威が、元老院には品格が取り戻され、政務官の権限は以前の範囲に回復され……共和
政の古き伝統的形式は旧に復した。」 （ウェレイウス＝パテルクルスの著作より）

問1　⑴下線部ａとは誰のことか。⑵この海戦はどこで行われたか。またその場所は現在どこの国にあるか。
⑴ ⑵地名 国名

問2　下線部ｂから、共和政が復活したように考えられるが、果たしてそうであったか。50字以内で説明せよ。

●論述問題へのアプローチ
 ローマ市民権の拡大　 「普遍的性格」の意味を考察しよう！

古代ローマは、市民権に対して、アテネとは全く異なる政策を実施した。ローマ市民権に対して 3世紀初頭に
ローマ帝国がとった政策について、アテネと比較した内容とその影響を、100字以内で論述せよ。論述の際は、
次の［指定語］を必ず使用すること。
［指定語］　ペリクレス　　アント二ヌス勅令　　普遍的性格
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①  人

②
③
④
⑤
⑥  法
⑦

 法
⑧  法
⑨

①
②
③  島
④

⑤  の戦い

①

②
③
④  派
⑤
⑥

⑦
⑧
⑨  の海戦

①
②

③
④  帝
⑤ア：  川
イ：  川
⑥ａ：
ｂ：

●基本事項のチェック
❶ 都市国家ローマの発展
□① 古代イタリア人の一派ラテン人が、テヴェレ（ティベル）川の河畔に建てたロー
マは、前 6世紀末まで先住民族の 人の王に支配された。

□② 共和政ローマでは、貴族（パトリキ）が最高公職の などの要職を独占した。
□③ 貴族の集まりである は、共和政の実質上の最高決定機関であった。
□④ 重装歩兵の主力となった中小農民を中心とする平民は と呼ばれた。
□⑤ 前 5世紀前半、平民会とともに平民の利害を守る役職の が設置された。
□⑥ 前 5世紀半ば、ローマの諸法が成文化され、 法として公開された。
□⑦ 前367年の 法では、 2名の②の 1名を平民から選出すること、貴族の公

有地占有の制限が定められた。
□⑧ 前287年の 法では、平民会の決議が国法として認められるようになった。
□⑨ 有力平民と貴族が合体して形成された新貴族層は、 と呼ばれた。
❷ ローマの地中海進出と帝国形成
□① 前272年、ローマはギリシア植民市 を攻略してイタリア半島を統一した。
□② 前 3世紀中頃、ローマはフェニキア人植民市 とポエニ戦争を起こした。
□③ 第 1次ポエニ戦争で勝利したローマは 島を獲得し、属州として統治した。
□④ 第 2次ポエニ戦争で、②の将軍 は、アルプスを越えてイタリアに侵入し、
カンネーの戦いなどでローマに勝利した。

□⑤ スキピオ率いるローマ軍はカルタゴ本国を攻め、④を の戦いで破った。
❸ 共和政国家の変質と内乱
□① 征服地を独占的に使用する貴族は、奴隷を使役して大農場経営を行い、イタリ
ア各地に と呼ばれる大所領を形成した。

□② は、貴族の土地を再分配し農民層再興を試みたが失敗した。
□③ 前 1世紀、剣奴（剣闘士）＊の が率いる奴隷の反乱が発生した。
□④ 民会を拠点とする平民派は、元老院を基盤とする 派と抗争した。
□⑤ ④の指導者 は、私兵を率いて平民派のマリウスと抗争した。
□⑥ 平民派のカエサルは、④の 、③の乱鎮圧に活躍したクラッススとともに
第 1回三頭政治を行った。

□⑦ カエサルは、現在のフランスにあたる 地方に遠征してここを属州とした。
□⑧ オクタウィアヌスは、 ・レピドゥスと第 2回三頭政治を組織した。
□⑨ 前31年、オクタウィアヌスは、⑧とクレオパトラを の海戦で破った。
❹ ローマ皇帝政治の誕生と帝国の繁栄
□① 前27年、オクタウィアヌスは （「尊厳なる者」）の称号を与えられた。
□② オクタウィアヌスは、元老院の「第一人者」（プリンケプス）として共和政を維持

しつつも国政上の権限をほぼ握り、この新しい政治形態は と呼ばれた。
□③ ②開始以降の約200年間にわたるローマの安定期を と呼ぶ。
□④ 31ページ地図中の は、五賢帝の一人である 帝時代（ 2世紀初め）に

おけるローマ帝国の最大領土を示している。
□⑤ 31ページ地図中の ア 川と イ 川は、ローマ帝国の防衛線であった。
□⑥ 31ページ地図中のａロンディニウムは現在の 、ｂルテティアは現在の

で、両者はともにローマの植民都市であった。

知

1

2

3
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1　ローマの発展とローマ帝国の繁栄
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⑦
⑧

①  人

②

①
②
③

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

①

②
③

①

②

□⑦ ローマ帝国各地には戦勝を記念する が建てられた。
□⑧ ローマ市内に残る と呼ばれる円形闘技場では剣闘士の試合が行われた。
❺ アルプスの北の世界
□① 前 8世紀頃、中央ヨーロッパに鉄製武器で武装した戦士集団としてあらわれた

人は、カエサルの遠征などにより征服された。
□② 歴史家タキトゥスが著した『 』は、ゲルマン人の生活を記録している。
❻ ローマの文化
□① ローマから南方に、ブルンディシウムまでのびる道路を という。
□② ローマ帝国各地の都市に水を安定供給させるため が建設された。
□③ 6世紀の東ローマ皇帝ユスティニアヌス（ 1世、大帝）は、ローマ法の集大成で
ある『 』を学者たちに編纂させた。

□④ 雄弁家であった文人政治家 は、カエサルの政敵として知られる。
□⑤ ラテン文学の黄金時代、 はローマ建国叙事詩『アエネイス』を著した。
□⑥ 歴史家 は、『ローマ建国以来の歴史（ローマ史）』を著した。
□⑦ 五賢帝最後の は、ストア派の立場から『自省録』を著した。
□⑧ ギリシア人の歴史家 は、『対比列伝』を著した。
□⑨ ギリシア人の地理学者 は、『地理書（地理誌）』を著した。
❼ キリスト教の誕生と拡大
□① イエスの処刑後、その教えを広めた使徒のなかで伝道者として活躍した

は、のちにペテロとともにネロ帝の迫害で殉教した。
□② キリストとは、ギリシア語で を意味する。
□③ 1世紀末頃から編纂された福音書＊や使徒の言行などをもとに、 2世紀中頃ま
でにはキリスト教の聖典『 』がまとめられた。

●読み取り力のチェック
□ ローマ帝国に関する下の地図と写真をみて、空欄に入る語を答えよ。
① ローマ文化は、文学・哲学・美術の分野ではギリシアの模倣と評されるが、下の
写真のように ・建築などの実用的分野では、高い技術と独自性をもつ。
② 2世紀に最大領土となったローマ帝国は、 2世紀末から 3世紀には深刻な財政難
に陥った。この原因の 1つとして、 面での出費が増大したということが、下
の地図から考えられる。
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B5判・168頁＋解答32頁・２色刷　定価1,320円（10％税込） ISBN978-4-634-04124-0

入試にも対応可能なノート
『新世界史』の節にそって45のテーマに分け、各テーマは「基本事項のチェッ
ク」「読み取り力のチェック」「step up 教科書の発問」「入試問題へのチャ
レンジ」「資料問題へのアプローチ」「論述問題へのアプローチ」などから構
成されています。チェックと教科書の発問で普段の授業の復習をし、その後
入試の準備用にチャレンジやアプローチに進むことを想定しています。

新世界史ノート チェック&チャレンジ

新世界史

基礎となる世界史用語を、１〜２行の一問一
答形式で配列しました。観点別評価の知識・
技能の評価の対象となります。

「基本事項のチェック」

教科書の地図・写真・グラフなどをベースにした発問で、資料を読み解く技術を
身につけさせます。「思考・判断・表現」の評価対象となります。

「読み取り力のチェック」

「論述問題へのアプローチ」

「入試問題へのチャレンジ」「資料問題へのアプローチ」

世探706準拠

国公私立大学で過去に出題された入試問題などをベースとした問題です。

過去に出題された論述問題などを、指定語を示し、90〜100
字程度で論述するかたちに改めています。

教科書の問いからセレクトされています。解答は一つとは限りません。調べ
学習などにも発展させられますので、「思考・判断・表現」のみならず「主体
的に学習に取り組む態度」として評価することもできます。

「step up 教科書の発問」

ご採用特典として
❶本文テキストデータ（Word）
❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）
※一部を除き、書籍紙面データにも写真を掲載しています。
をご提供いたします。

PDFWord

86 87



新
世
界
史

年間指導計画・評価規準例 （※３単位、年間105時間）

新世界史

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決した
りする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体
的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民とし
ての素質・能力を育成することを目指す。

教科書：『新世界史』
副教材：『新世界ノート』

『詳説世界史図録』

学習の到達目標 使用教科書・副教材

科目全体の評価の観点（指導要領の目標）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、地理的条件や日本の歴史と関連付
けながら理解しているとともに、諸資料から世
界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象
の意味や意義、特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現代世界とのつながり
などに着目して、概念などを活用して多面的・
多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把
握し解決を視野に入れて構想したりする力や、
考察、構想したことを効果的に説明したり、そ
れらを基に議論したりする力を養う。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴
史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重する
ことの大切さについての自覚などを深める。

部・章 節
配当時

学習内容とねらい
評価の規準

評価方法月 授業
時数 授業時 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

第Ⅰ部　世界史へ
のまなざし
第１章　人類の歴
史と私たち

１　地球環境から
みる人類の歴史（第
Ⅰ部扉含む）

4月

1 1

・人類の歴史を地球の形成や生命の誕生という長い変化の過程に位置づけたときに、
人類の歩んできた古代文明の時間さえほんの一瞬にしかすぎないことを理解する。地
球の歴史における人類の歴史の位置と人類の特性に気付く。
・人類は地球の自然環境に制約を受けながらも、進化の過程で環境に適応する手段や
能力を獲得して生き残ってきたことを、歴史学のみならず地球物理学、生物学、人類
学、考古学などの成果も取り入れて理解する。

人類の歴史は地球上の生命の歴史の中ではほ
んの一瞬であること、そして人類は多くの道
具や技術を生み出してきたことを理解し、整
理できる。

人類の歴史は単線的ではなく、いくつかの可
能性があった中で、環境に適応できた種のみ
が生き残ってきたことを考察している。

文明以前の人類の歴史を、歴史学以外の分野
の理論や成果を理解し、活用しながら多面的
に追究しようとしている。

定期考査
課題レポート
グループ協議

２　日常生活から
みる世界の歴史　

1 2

・身の回りの衣食住に関する事象の中で、特に世界との関わりの大きい食をテーマに
取り上げ、自分たちの食生活が長い時間と多くの地域・国との関わりの中で日本にも
たらされ、定着したことを理解する。
・世界商品として全世界で取引されている砂糖・茶・コーヒーが、どのような過程で
原産地から世界に広まり、どのように原産地以外で生産が拡大したのか、そのために
生産地にどのような変化をもたらしたのかを理解する。

私たちの生活の中で当たり前のように存在し
ている食材について、それらがどこを原産地
とし、どこで栽培されるようになり、どのよ
うに全世界に普及したのかを整理できる。

世界商品として流通した砂糖・茶・コーヒー
が、どのような人々によって生産され、どの
ような人々が消費し、どのような人々がその
利益を得たのかを考察している。

人々の生活に潤いをもたらす世界商品の生
産・流通・販売について、その問題点と解決
のための視点を探究しようとしている。

定期考査
課題レポート
グループ協議

第Ⅱ部　扉
諸地域の歴史的特質の形成

1 3

・今日の政治や社会の基礎的仕組みや考え方が、これから学ぶ古代にすでに出現した
ことを気づく。
・引用資料や地図、図版を通し、これから学ぶ古代で、都市から国家が誕生し、都市
国家が発展して中央集権的な、法に基づいた、宗教を背景とした支配をおこなう帝国
に発展することに気付く。

諸地域の古代文明・古代国家・古代帝国の出
現、出来事を年表や資料を適切に活用して、
諸地域の多様性や形成された特質に気付く。

諸地域の古代帝国が、どのように他地域の
人々を統治したのか、統治下ではどのような
政治的・経済的・文化的変化がおきたのかを
考察している。

古代帝国の強力な支配について、その問題点
とその後の世界、他地域への影響を多面的に
探究しようとしている。

課題レポート
グループ協議

第Ⅱ部　諸地域の
歴史的特質の形成

第２章　古代文明
の特質

１　文明の誕生　

1

4
・
5
・
6
・
7
・
8

・食糧生産の開始が人類の暮らしや技術、活動を変化させ、その変化によって生活が
安定し、定住するようになったこと、そして都市の出現が国家の誕生につながったこ
とを理解する。
・地球全域に拡散した人類は、それぞれの地域に適応して身体的特徴や習慣によって
区分されているが、その区分は絶対的なものではないことに気付く。

・人類が農耕・牧畜を開始して国家を形成す
ることになった要因を理解し整理することが
できる。
・人類を区分する人種・民族・語族の根拠を
理解している。

・都市化が進んだことが、どうして国家に形
成に結びつくのか考察している。
・人類を区分する基準が、負の側面も持って
いることを考察している。

・都市化によって古代文明の形成が進んだが、
都市化を伴わないが文化を形成した地域も存
在するなど、古代文明の多様性について探求
しようとしている。

定期考査
課題レポート
グループ協議
研究発表

２　古代オリエン
ト

1

・メソポタミアとエジプトの地理的特質を把握し、大河流域での灌漑農業の展開から
古代文明が形成された推移を理解する。
・メソポタミア文明とエジプト文明の共通点と相違点を把握し、古代文明の特質を理
解する。
・東地中海一帯の地理的特質を把握し、エーゲ文明の展開とエーゲ文明の持つ意義を
理解する。

・メソポタミアとエジプトで発展した古代文
明の基本的知識を身に付け、その歴史的意義
を理解している。
・古代オリエント世界の影響を受けたシリ
ア・パレスチナ地方やエーゲ海周辺の基本的
知識を身に付け、その歴史的意義を理解し整
理することができる。
・「資料から考える　古代オリエントの諸勢
力の変遷」の地図、写真を活用し、メソポタ
ミアとエジプトを比較できる。

・メソポタミアとエジプトの神権政治の特質
を理解し、その違いが生まれた背景を考察し
ている。
・メソポタミアの六十進法など古代文明の発
明が現在の私たちの生活にまで影響を及ぼし
ていることを考察している。
・シリア・パレスチナ地方とエーゲ海周辺の
神権政治の特質を理解し、古代オリエント世
界の神権政治と比較して考察している。

・メソポタミアとエジプトの古代文明がその
後の歴史に与えた影響を探求してようとして
いる。
・シリア・パレスチナ地方やエーゲ海周辺で
発展した古代文明が東西諸民族の文明形成に
与えた影響を探求しようとしている。

定期考査
課題レポート
グループ協議

３　古代の南アジ
ア・東南アジア・
オセアニア 1

・南アジアの地理的特質を理解し、古代文明が成立した背景、独自の宗教・社会制度
などが形成された経緯を理解する。
・東南アジアやオセアニアの地理的特質を理解し、インドシナ半島から太平洋の島々
に人類が広がっていった様子を理解する。

・インダス文明が他の文明と同様に高度な都
市文明を築いていたことを理解する。
・東南アジアやオセアニアの古代社会に関し
て基本的な知識を身に付けている。

・南アジアの王朝の展開を理解し、王朝の興
亡と多様な宗教のつながりを多角的に考察し
ている。
・東南アジアでは東アジアや南アジアとの海
上交易活動を通じて特色ある社会を形成した
ことを考察している。

・南アジア諸国家では、バラモン教やカース
ト制度などが社会の基盤になっていることを
探求しようとしている。
・東南アジアやオセアニアでは、人々の活発
な活動が社会の基盤になっていることを考察
しようとしている。

定期考査
課題レポート
グループ協議

４　古代の東アジ
ア

1

・ユーラシア大陸東部の地理的特質を理解し、モンスーン気候が古代文明の成立にど
のような影響をあたえたのか気付かせる。
・黄河と長江の流域ではそれぞれ農耕文明が形成され、新石器文化が発達したことを
理解する。
・黄河流域で初めて王朝国家が形成され、青銅器文化が高度に発達して、そこから
殷・周の古代王朝が生まれたことを気付かせる。

・東アジアの自然が中国、ベトナム、朝鮮、
日本の国家形成に与えた影響を理解し整理す
ることができる。
・「資料から考える　中国文明の成立」から黄
河流域と長江流域の文明の背景、特徴を理解
している。
・中国初期王朝の特徴を理解し、「資料から考
える　殷・周時代の漢字」から漢字が国家の建
設・運営に与えた影響を理解することができる。

・殷・周時代に発達した神権政治の特徴につ
いて、他の文明と比較しながら理解しようと
している。
・初期王朝において王のあり方がどのように
変化したのか考察している。

・東アジアに成立した中華文明は、黄河や長
江の流域と周辺地域との長い交流の歴史の中
で形成されてきたことを探求しようとしてい
る。

定期考査
課題レポート
グループ協議

５　アフリカと南
北アメリカ　

1

・アフリカの地理的特質を理解し、古代アフリカで形成された古代国家の生活・文
化・社会について理解する。
・南北アメリカの地理的特質を理解し、独特の農耕文化が形成された背景と古代国家
の特徴を理解する。

アフリカ大陸の自然環境は時代とともに大き
く変化したことや４つの大河流域に形成され
た国家の特徴を理解している。
・南北アメリカのマヤ・アステカ・インカな
どの諸文明について、その変遷と特質につい
て理解している。

・アフリカ大陸に形成された古代国家は河川
や海洋を通じて他の地域と交流し交易活動を
展開していたことを考察している。
・南北アメリカの古代文明と他の大陸の古代
文明の共通点・相違点を考察している。

・アフリカ大陸に形成された国家の文化・社
会・習慣などをまとめ、アフリカ大陸が開かれ
た大陸であったことを探求しようとしている。
・南北アメリカ大陸の古代文明は他の大陸と
の交渉がない中で、独自の文明を形成したこ
とを探求しようとしている。

定期考査
課題レポート
グループ協議

第Ⅱ部　諸地域の
歴史的特質の形成

第３章　アジア諸
地域の国家と社会

１　中国帝政国家
の形成　 1

９
・
10
・
11
・
12

・東アジアの自然と文化から殷周王朝と秦漢帝国の成立までの東アジアの文化・宗教
の原型を理解する。
・秦漢帝国の形成と拡大について理解する。

・のちの中華帝国の原型となる秦漢帝国で形
成された華夷思想、儒学と政治、歴史書の編
纂の基本知識を理解している。

・皇帝、儒学、歴史など中華文明の重要な要
素が出現した意義を、３つのコラムを利用し
て考察している。

・秦漢帝国の成立以来、中国の皇帝政治が
２千年以上も続いた背景・理由を探求しよう
としている。

定期考査
課題レポート
グループ協議

２　北方ユーラシ
アの動向 1

・スキタイや匈奴による遊牧国家の形成と拡大について理解する。 ・遊牧国家を形成したスキタイや匈奴の文
化・政治・外交の基本知識を理解している。

・内陸ユーラシアの遊牧民とオアシス民が共
生共存してきた背景を、２つの資料を活用し
て考察している。

・遊牧国家と農耕国家は歴史上どのような関
係性にあったのかを探求しようとしている。

定期考査
課題レポート
グループ協議

３　分裂と融合の
時代 1

・北方遊牧民の動向が魏晋南北朝時代の分裂と動乱の時代に影響を与えたことに気付く。
・中国の儒教や道教の誕生、東アジアへの仏教の伝来などのほか、秦漢帝国と近隣諸
国との冊封関係の構築や匈奴・鮮卑などの動向を理解し、東アジアに特有の国際関係
が形成されたことに気付く。

・華北には遊牧民が進出して新しい制度を中
国社会に定着させる一方、江南ではその後の
中国文化に影響を与える文化が形成されたこ
とを理解している。

・魏晋南北朝時代の政治経済の変化や中国と
周辺国家の形成の関係をコラムを活用して表
現しようとしている。

・北方遊牧民の王朝と江南漢族の王朝の対立
と交流の歴史が、中国の政治・経済・文化に
与えた影響を探求しようとしている。

定期考査
課題レポート
グループ協議

※小社HPに全体のExcelファイルを用意しています。
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指導者用デジタル教科書（教材）
学習者用デジタル教科書

世界史探究

世探704準拠 世探705準拠 世探706準拠

⚫�ビューアの基本機能（ズーム表示や書き込み等）は「指導者用」「学習者用」共通です。
⚫�「指導者用」には、授業に便利な独自のアプリ機能がつきます。
⚫�価格は ➡p.92 をご覧ください。

「指導者用デジタル教科書（教材）」と
「学習者用デジタル教科書」の違い

「指導者用デジタル教科書（教材）」「学習者用デジタル教科書」共通機能

「指導者用デジタル教科書（教材）」独自機能

検索 用語を入力して掲載ページを検索・
移動します。 道具 タイマー、ふせん、ポインター、リ

ンク貼り付けなどが使用できます。

ペン
マーカー

色、透明度、太さの設定が変更でき
ます。 記録 書き込みをした内容の保存、読み込

みができます。

図形
スタンプ

図形は色、透明度、太さが選べます。ス
タンプは初期登録の素材の他、画像デー
タを読み込んで貼ることができます。

表示設定
全画面表示への切替や、紙面上のク
リックポイントの表示などの設定が
できます。

消す 消しゴムでの部分消去や全消去、「元
に戻す／やり直す」操作ができます。 ズーム 紙面の拡大表示ができます。

リンク 教科書紙面の二次元コードは動画や文書のアイコンとなっており、動画視聴Webサイトや関連コン
テンツへとリンクします。※オンライン環境が必要です。

◦地図・グラフアプリ
アプリアイコン がついている地
図・グラフは、凡例（領域・矢印な
ど）やデータ系列ごとに表示／非表
示の切替えができます。必要に応じ
て、特に説明したい要素だけを表示
することができます。

◦Q&Aアプリ
デジタル紙面の発問の部分をクリック／タッチするこ
とで、問いかけに対する解答例のスライドを表示する
ことができます。
（問いかけのスライド・解答例のスライドをボタンで
切り替えることが可能です）

⚫�デジタル教科書は「指導者用」「学習者用」ともに［インストール版］［クラウド版］を�
ご用意しています。

※画像は『詳説世界史』のサンプルです。

「指導者用デジタル教科書（教材）」と「教師用指導書 授業実践編 付属データ集」は、それぞ
れ別の商品のため、混同されないようにご注意ください。
⚫�「指導者用デジタル教科書（教材）」は、教科書の電子書籍版に教材アプリの機能がついた
商品です。
⚫�「教師用指導書 授業実

践編 付属データ集」は
紙面PDFや図版データ、
スライド、準拠テスト
例などが収録されたコ
ンテンツ集です。
　 ➡p.28

 
➡p.58

 
　
➡p.84

★ご注文の前にご確認ください★

教師用指導書 授業実践編付属データ集DVD-ROM

教科書紙面PDF

教科書図版データ

教科書テキストデータ 評価規準例

準拠テスト例

授業用スライド

指導書紙面PDF

JPEG

Word

Word

Excel

PowerPoint

※サンプルは「詳説世界史」より抜粋

指導者用 学習者用サンプル版は
こちら！
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約13,000点の地歴コンテンツが定額制で使い放題！

山川＆二宮ICTライブラリ
Webの 社 会 科 準 備 室

山川＆二宮ICTライブラリは、地理・歴史の教育コンテンツを定額制でご利用できる
Webサービスです。

●簡単検索！
フリーワード検索はもちろん、科目・時代・分野・地域やコン
テンツの種類にチェックを入れるだけで簡単に検索・絞り込み
ができます。また、2022年５月より〈書籍別検索〉機能を追
加。関連するコンテンツのリンク機能も充実し、さらに便利に
なります。

まずは無料トライアルを！
法人向け定額制コースをご検討の学校様には、ほぼすべてのコンテンツを２週間お使いいただける

〈無料トライアルパック〉をご用意しています。詳しくはこちらのサービスサイトをご覧ください。▼

●コンテンツ解説文
画像や動画には解説文がついています。生徒の興味や関心を
引き出すための導入や、プリント作成時の参考文として活用で
きます。

●マルチデバイス対応
ひとつのアカウントで、パソコン・タブレット・スマートフォ
ンなど様々なデバイスからご利用になれます。

ご利用中の先生の声

・�Google動画や自然地理アニメなど活用しています。（東
京都私立高校）
・�指導書を個別に購入するよりもコストパフォーマンスが
よく、価格相応と感じます。（静岡県公立高校）
・�授業準備の時間が短縮されました。マルチデバイスは
便利です。（東京都私立高校）
・�コンテンツがクラウドにあるので、ROMからダウンロー
ド等の手間がなく、大変効率的です。（大阪府私立高校）

これまで190校を超える学校様に
ご採用いただきました！

・地理歴史・公民科にご在籍の先生でしたら何名様でもご利用できます。
・同一敷地内の中高一貫校様は、中学校・高等学校ともご利用になれます。

法人向け定額制コース　77,000円／年（税込）

・クレジットカード決済のみのお取り扱いとなります。
・領収書の発行も可能です。

個人向け定額制コース　  1,320円／月（税込）

料金プラン

https://ywl.jp/service

サービスのお申し込み／
詳しいご説明はこちらから

ICTライブラリ  サービスサイト　検索

図表
年表 スライド

地図 動画

グラフ
統計 プリント

指導者用デジタル教科書（教材）／
学習者用デジタル教科書

世界史探究

⚫�「インストール版」はDVDを納品します。各端末にインストールしてご利用ください。
　※リンク先のサイトに遷移する際は、オンライン環境が必要となります。
⚫�「クラウド版」は各端末のブラウザでクラウドサーバーにアクセスしてオンライン環境にて
ご利用ください。

「インストール版」と「クラウド版」の違い

⚫�（インストール方法①）各利用端末に直接インストールしてご利用ください。
　  ※端末インストール（スタンドアロン）はWindows PCのみの対応となります。

⚫�（インストール方法②）DVD-ROMに収録されているデジタル教科書のデータを学校・教
育委員会等に設置されているWebサーバーにアップロードして各利用端末からアクセスし
てご利用ください。 ※ファイルサーバーは動作保障環境の対象外です。

【同一の学校建物内の指導者用端末に限りインストール数の制限なし】

［インストール版］

指導者用／学習者用　　デジタル教科書　商品概要

⚫�小社からライセンス証・学校管理者向けスタートガイドをお送りします。スタートガイド
に沿って初期設定の作業をしていただくことで、完了後、ライセンス証記載のご利用開始
日よりご利用いただけます。
⚫�オンライン環境にて、各利用者端末から当社指定のクラウドサーバーへアクセスしてご利
用ください。

【校内フリーライセンス】

[クラウド版]

指導者用デジタル教科書（教材） 学習者用デジタル教科書

税込み価格
（本体価格）
※�インストール版、
　クラウド版共通

①�教師用指導書授業実践編 付属データ集DVD-ROM付　1冊
②教師用指導書研究編　1冊
③指導者用デジタル教科書

3点セット価格　
定価55,000円（10％税込）

（本体50,000円）

１人につき
定価1,100円（10%税込）

（本体1,000円）

インストール版利用期間 教科書ご利用期間内（最長4年間） 教科書ご利用期間内（最長3年間）
クラウド版利用期間 教科書ご利用期間内（最長4年間） 教科書ご利用期間内（最長3年間）

ライセンス形態
学校内フリーライセンス
ご購入いただくことで、学校内の指導者用端
末で何台でもご利用が可能です。ライセンス
有効期間は4年間となります。

1ユーザー1ライセンス
必要な人数分のライセンスをご購入いただき、
学習者用端末でご利用ください。紙の教科書の
ご利用期間中はライセンスが有効となります。

利用者端末
動作環境

動作保証環境
◦iPad OS※　ブラウザ：Safari
◦Chrome OS※　ブラウザ：Google Chrome
◦Windows 10/11　ブラウザ：Microsoft Edge･Google Chrome

※�iPad OS・Chrome OSはクラウド版、または学校内Webサーバー環境のみご利用可能。インストー
ル版（DVD版）の端末インストールはご利用いただけません。

基盤システム
デジタル教科書の提供・表示ビューアの基盤となるシステムとして「みらいスクールプラットフォーム」
（https://www.mirai-school.jp/platform/）を採用しています。
専用のビューアはMicrosoft Edge、Google Chrome等のブラウザで動作します。

※�紙の教科書をご採用いただいた場合に限り、対応する「指導者用デジタル教科書」「学習者用デジタル教科書」のライセンスをご購入い
ただくことが可能です。

※本資料のデジタル教科書の画面イメージ・記載内容は開発中の情報を含むため、製品版において変更になる場合があります。
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・・新世界史

村上　衛（むらかみ　えい）
京都大学准教授
中国近代史
・・詳説世界史
・・高校世界史

世界史の枠組みを体系的に
学べる信頼の教科書

考える歴史の時代に向けて
新しく生まれ変わった『新世界』

詳説世界史 新世界史

★�バランスよく、わかりやすい丁寧な
記述
★�時代の特色をつかむ多様な問いかけ
★�探究活動に取り組みやすい大きな図
版・豊富な史資料

★��現代世界を知るための歴史的視座を養う教科書
★�「考える」「理解する」「追究する」教科書
★�図版・地図・史資料を読み解く力がつく教科書

基本をおさえて、
資料で深める

高校世界史 

★�要点をおさえた、わかりやすい教科書
★�「探究」の構造を理解できる、問いを
中心とした展開
★資料読み解きのスキルが身につく

世探704 世探705 世探706
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